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令和初

卒　  業  　式

みんなの笑顔が

   高根沢の

        未来を創る



町民の「福祉　高まる 」予算が組まれる
過去２番目に高い予算規模　令和２年度一般 会計予算　総額107億6000万円 ３月

定例会

可決
原
案
全
て
を

　
第
３
９
９
回
議
会
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

　
定
例
会
は
、
令
和
２
年
３
月
３
日
か
ら
３
月
12
日
ま
で
の
、
10
日
間
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
議
案
は
、
固
定
資
産
評
価
委
員
の
選
任
同
意
２
件
、「
町
子
ど
も
条
例
の
制
定
」、「
町
歯
及
び
口
腔
の
健
康
づ
く
り
推
進

条
例
の
制
定
」
の
２
件
、
条
例
の
一
部
改
正
７
件
、
補
正
予
算
６
件
、
当
初
予
算
７
件
、
諮
問
１
件
の
全
25
議
案
と
、
陳

情
２
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
５
名
の
議
員
が
行
い
、
教
育
や
防
災
、
元
気
あ
っ
ぷ
む
ら
、
医
療
な
ど
に
つ
い
て
町
政
を
問
い
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
議
員
全
員
で
新
年
度
予
算
を
審
査
し
ま
し
た
。

　
定
例
会
の
傍
聴
者
数
は
、
延
べ
15
名
で
し
た
。

歳入

【町債】
町の借金
11.8%

【地方交付税】
国の税金から
分配されるお金

9.3%

【国・県支出金】
国・県からの補助金
21.5%

【繰入金ほか】
8.7%

【分担金及び
負担金、使用料
及び手数料】1.5%

【地方譲与税・
交付金】7.8%

【町税】
皆さんからの税金

39.4％

町民税・固定資産税・軽
自動車税・町たばこ税・
入湯税・都市計画税

公債費・　
予備費
5.7％

衛生費
7.5％

労働費 0.1％
商工費 2.5％

土木費 10.3％

消防費 7.2％

教育費
17.9％

農林水産業費 3.3％

民生費
36.0％

議会費 1.0％

総務費
8.5％

歳出

災害復旧費 0％

道路・雨水対策など

子育て・福祉・
災害関連など

名　　　目 令和２年度 令和元年度 増減比率
町 税 42億4958万円 42億3992万円 0.23％
地 方 交 付 税 10億円 14億5900万円 △31.46％
国・県支出金 23億1094万円 17億1181万円 35.00％
町 債 12億7150万円 9億4720万円 34.24％

名　　　目 令和２年度 令和元年度 増減比率
民 生 費 38億8286万円 33億3790万円 16.33％
教 育 費 19億2638万円 15億8248万円 21.73％
土 木 費 11億0303万円 8億5242万円 29.40％
農林水産業費 3億6003万円 6億1990万円 △41.92％

前年度との比較

前年度との比較
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こ
の
条
例
は
、「
子
ど
も
施

策
」
の
基
本
条
例
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
、
町
の
基
本
理
念
を

定
め
ま
し
た
。

　

条
文
に
は
、
本
町
の
子
ど
も

達
が
、
健
や
か
に
育
ち
・
学
び
、

ま
た
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き

る
社
会
の
実
現
を
目
指
す
た

め
、
町
の
責
務
や
保
護
者
・
地

域
住
民
の
役
割
、
推
進
体
制
な

ど
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

条
例
の
特
徴
に
「
学
び
の
支

援
」
や
、
地
域
社
会
全
体
で
連

携
・
協
働
し
た
「
子
ど
も
施
策

の
計
画
策
定
」
に
つ
い
て
も
規

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

町民の「福祉　高まる
過去２番目に高い予算規模　令和２年度一般

子
ど
も
条
例
を
制
定

概　
要

令和２年度　高根沢町当初予算　総括表

社会福祉の高額事業

予　算　項　目 令和２年度 令和元年度 伸び率％
一　般　会　計 107億6000万円 103億0000万円 4.5

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 26億3769万円 27億1390万円 △2.8
後期高齢者医療 2億8556万円 2億7154万円 5.2 
介 護 保 険 23億3886万円 21億6713万円 7.9
宝積寺駅西第一土地
区 画 整 理 事 業 1億2127万円 1億1773万円 3.0

水 道 事 業 会 計 7億1879万円 7億5741万円 △5.1
下 水 道 事 業 会 計 14億0432万円 12億4882万円 12.5

合　　計 182億6650万円 175億7656万円 3.9 

第２期総合戦略がスタート
　令和２年度に、第２期「高根沢
町まち・ひと・しごと創生総合戦略」
が始まります。
　「人口の自然増加」を重点に置き、
今後６年間の基本目標に
１．安心して産み子育てができる町
２．子育てに適した生活環境・生涯

にわたり住み続け、働ける町
を掲げ、少子化対策・出生率向上
の推進に合わせ、子育て・福祉・教
育の重点事業も実施していきます。

民間保育園整備事業

　社会福祉法人幸世会「空と大地
保育園」の新築・建替え等に伴う、
施設整備に係る補助事業です。

１億8750万円
〔財源〕
・国県費　１億2500万円
・町費　　　　6250万円

特別養護老人ホーム整備事業 東小学校校舎解体事業

　町の地域密着型特別養護老人
ホームを整備する法人に対し、補
助をする事業です。（29床を増床）

　旧東小校舎の解体工事で、外壁等
にアスベストが含まれていた事から
工法等の見直しが必要となり、工事
を令和２年度まで延長しました。

１億6213万円
〔財源〕
・国県費　１億4183万円
・町費　　　　2030万円

２億8560万円
〔財源〕
・地方債　　　　２億5300万円
・学校整備基金　　　3000万円
・町費　　　　　　　  260万円

充実した子育て施策の推進に期待!!

一

般

質

問

Ｏ
Ｈ
豆
知
識

委
員
会
報
告
予
算
特
別
委
員
会
採

決

結

果
議
会
臨
時
会

当

初

予

算

３
月
定
例
会

特
別
企
画

（3）（3）

totomura
鉛筆



「
地
域
防
災
・
防
犯
」
分
野	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ハザードマップ
更新事業費

３３６万円
　五行川と防災重点ため池
の浸水想定区域図など、最
新データに基づき、ハザー
ドマップを更新。

自主防災組織育成事業費
１８１万円

　防災士の取得費用補助と、
自主防災組織に必要な資機
材の購入費を補助。

交通安全意識醸成事業費
３２万円

　高齢者が運転免許を自主
返納した際に、たんたん号
の回数券を交付。
　また、高齢者の事故予防
に、踏み間違い防止機能を
設置する費用を補助。

「
生
活
・
福
祉
支
援
」
分
野	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高齢者外出支援事業費
２６３万円

　外出支援として、80歳
以上の方が無料でデマンド
交通を利用できる。

要支援者等
外出支援事業費
５０万円

　要支援者の外出支援や、
社会参加に繋げるため、福
祉有償運送の利用料を一部
助成。

ご長寿祝福事業費
２１５万円

　95歳、100歳になった方
の長寿を祝い、敬老の意を
表すため、記念品を贈呈。

「
イ
ン
フ
ラ
整
備
」
分
野	
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋架け替え更新事業費
１億６１１９万円

　砂部工業団地東側に架か
る橋梁点検の結果、修繕の
判定がされ、架け替え工事
を行う。

通学路安全対策事業費
２０７万円

　通学路合同点検の結果、
西小学校の西側道路が危険
と判断され、区画線や路肩
の整備を行う。

道普請事業費
３００万円

　地域の方が労力となり、
未舗装道路をコンクリート
舗装にするため、必要な資
機材等を町が負担。

令和２年度　一般会計予算
注目事業をクローズアップ
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「
地
方
創
生
・
産
業
・
商
工
」
分
野	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「とちぎの星」活用
プロモーション事業費
２８０５万円

　町産「とちぎの星」を活
用し、ブランド設計・広告
宣伝・イベントでのマーケ
ティング調査を行う。

「とちぎの星」を
核とした農産物販売

促進事業費
４９万円

　「とちぎの星」を中心に、
農業体験を通し、町産の農
産物をＰＲ。

創業支援事業費
７１２万円

　町、商工会、金融機関が、
町内で起業・創業を目指す
方の支援と、創業者へ家賃
の一部を補助。

産婦人科 「
子
育
て
・
教
育
」
分
野	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

産科誘致補助事業費
１億円

　安心して産み育てられる
環境整備のため、町内で分
娩を取り扱う産科医院を開
設する際に、費用の一部を
補助。

赤ちゃんの駅
設置推進事業
１３万円

　地域で子育てを応援する
環境を作り、子育て世代の
外出支援に繋げる。
　授乳・おむつ替えができ
る施設を持つ事業者等に協
力してもらい、その施設名
や場所等を周知。

「
健
康
・
生
涯
学
習
」
分
野	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ICT教育推進事業費
３５８０万円

　ICT機器を活用した教育
を推進するため、小・中学
校にタブレットＰＣや電子
黒板等を導入。

生活習慣病予防事業費
２０９万円

　健康診査後の健康状態に
応じ、生活習慣の改善に向
け、健康相談や教室を開催。

たかねざわスポーツ
フェスタ事業費
２００万円

　町民が気軽に参加できる
スポーツイベントを開催し、
スポーツを親しむ契機や、
健康増進・コミュニケー
ションの向上を図る。

町民広場陸上競技場
改修事業費

１億３８００万円
　とちぎ国体開催に向け、
天然芝の張替え等を行い、
より使いやすい施設に改修。
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A  

　
総
事
業
費
は
3
億
を
見
込

み
、
そ
の
65
％
が
国
の
補
助

で
、
残
り
を
関
係
7
市
町
で

負
担
す
る
。

　
本
町
の
負
担
は
受
益
面
積

で
算
出
さ
れ
、
残
り
35
％
分

の
１
億
５
０
０
万
円
に
対
し
、

約
21
％
分
の
２
２
０
４
万
円

と
な
る
。

　

台
風
19
号
の
増

水
に
よ
り
被
災
し

た
、
鬼
怒
川
本
流
下
部
を
横

断
し
て
い
る
農
業
用
施
設
逆

木
サ
イ
フ
ォ
ン
（
暗
渠
）
災

害
復
旧
事
業
の
総
事
業
費
と
、

負
担
割
合
は
？

Q
移
住
支
援
金
交
付

事
業
が
減
額
補
正

と
な
っ
て
い
る
が
、
申
請

は
な
か
っ
た
の
か
？

A  

　
問
い
合
わ
せ
が
３
件
あ
っ

た
が
、
交
付
基
準
に
合
致
せ

ず
不
採
用
と
な
り
、
予
算
を

減
額
し
た
。

※
移
住
支
援
金
交
付
事
業
と
は

　
町
へ
の
移
住
・
定
住
促
進

と
中
小
企
業
等
で
人
手
不
足

対
策
の
た
め
、
東
京
圏
か
ら

町
内
へ
移
住
し
、
就
職
や
起

業
し
た
方
へ
移
住
支
援
金
を

支
給
し
ま
す
。

「
支
給
額
」

　
世
帯　
　
　
１
０
０
万
円

　
単
身　
　
　
　
　
60
万
円

Q
ふ
る
さ
と
納
税
寄

付
金
が
減
額
補
正

と
な
っ
て
い
る
が
、
今
後

の
対
応
は
？

A  
　

今
後
、「
と
ち
ぎ
の
星
」

な
ど
の
返
礼
品
を
増
や
し
て

い
き
、
寄
付
者
が
増
え
る
よ

う
努
力
し
て
い
く
。

　
３
月
定
例
会
の
委
員
会
で

再
審
査
し
、
社
会
保
障
を
拡

充
し
た
時
の
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
、
地
方
議
員
が
厚
生
年
金

に
加
入
で
き
れ
ば
、
民
間
会

社
か
ら
議
員
に
転
身
し
て
も
、

切
れ
目
な
く
厚
生
年
金
の
適

用
を
受
け
ら
れ
る
。

　
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
厚
生
年

金
の
加
入
だ
け
で
、
な
り
手

不
足
の
解
消
に
ど
れ
だ
け
貢

献
で
き
る
か
は
不
透
明
な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。　

　
採
決
し
た
結
果
、
賛
成
多

数
に
よ
り
採
択
と
な
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、
当
議
会
か
ら
国
に

対
す
る
意
見
書
は
、
厚
生
年

金
の
加
入
だ
け
で
な
く
、
議

員
報
酬
等
の
改
善
を
含
む
社

会
保
障
制
度
の
法
整
備
を
求

め
る
案
を
、
当
委
員
会
と
し

て
ま
と
め
、
議
会
発
議
と
し

て
上
程
し
ま
し
た
。

議
員
の
な
り
手
不
足
解
決
へ
の
一
歩

ど
う
す
れ
ば
増
え
る

ふ
る
さ
と
納
税

台
風
被
害
の
余
波

い
い
と
こ
高
根
沢

一
度
は
住
ん
で

一
般
会
計
補
正
予
算
審
議

一
般
会
計
補
正
予
算
審
議

総
務
常
任
委
員
会
　
審
議
報
告

建
設
産
業
常
任
委
員
会
　
審
議
報
告

地
方
議
員
の
社
会
保
障

制
度
の
拡
充
を
求
め
る

意
見
書

　
本
陳
情
は
、
昨
年
12
月
に
、

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
報

酬
額
や
個
人
・
自
治
体
の
負

担
の
問
題
、
議
員
の
な
り
手

不
足
の
要
因
な
ど
、
様
々
な

意
見
が
交
わ
さ
れ
た
が
、
継

続
調
査
と
な
り
ま
し
た
。

総
務
課
長

企
画
課
長

産
業
課
長

主
な
質
疑

主
な
質
疑

審
査
結
果

陳
情
内
容

本町の田園に必要な用水元が被災
農業者への不安解消に向け早期復旧を！

大嘗祭米「とちぎの星」効果に期待

Q

※

当

初

予

算

３
月
定
例
会

一

般

質

問

Ｏ
Ｈ
豆
知
識

委
員
会
報
告
予
算
特
別
委
員
会
採

決

結

果
議
会
臨
時
会

特
別
企
画

（6）
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陳
情
に
関
す
る
審
査

学
校
教
育
課
長

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備

待
機
児
童
ゼ
ロ
の
証
明

子
ど
も
施
策
の
根
幹

循
環
型
の
店
舗
運
営
ス
タ
イ
ル
へ

一
般
会
計
補
正
予
算
審
議

条
例
の
制
定

条
例
改
正

教
育
福
祉
常
任
委
員
会
　
審
議
報
告

　
介
護
福
祉
職
員
の
給
与
を

当
面
４
万
円
引
き
上
げ
る
こ

と
を
国
に
求
め
る
陳
情

　
介
護
現
場
の
職
員
が
不
足

し
、
介
護
が
成
り
立
た
な
い

深
刻
な
状
況
が
あ
り
、
そ
の

要
因
が
低
賃
金
で
す
。

　

こ
れ
を
改
善
す
る
た
め
、

給
与
を
当
面
4
万
円
引
き
上

げ
る
助
成
制
度
の
新
設
を
、

国
に
求
め
る
内
容
で
、
昨
年

12
月
に
審
査
し
た
が
、
継
続

審
査
と
な
っ
た
た
め
、
再
度

審
査
し
ま
し
た
。

　
介
護
職
員
の
処
遇
改
善
措

置
が
、
平
成
29
年
度
に
改
定

さ
れ
、
介
護
報
酬
が
プ
ラ
ス

に
な
っ
た
こ
と
や
、
令
和
元

年
10
月
に
勤
続
10
年
以
上
の

介
護
福
祉
士
は
、
月
額
8
万

円
の
処
遇
改
善
加
算
が
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
介
護
職
員
の
平
均

給
与
状
況
は
、
年
々
上
昇
し

て
い
ま
す
。

　

以
上
の
事
か
ら
、反
対
多

数
で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
条
例
の
制
定

概
要
は
Ｐ
３
参
照
。

Q
子
ど
も
の
定
義
を

15
歳
と
し
て
い
る

が
、
18
歳
に
す
べ
き
で
は
？

A  

　
こ
の
条
例
は
、
子
ど
も
の

学
び
を
地
域
社
会
全
体
で
、

包
括
的
に
展
開
で
き
る
よ
う

に
し
た
も
の
で
あ
り
、
15
歳

以
上
の
施
策
は
、
個
別
に
対

応
し
て
い
く
。

Q
許
可
期
間
が
原
則

3
年
だ
が
、
最
長

で
5
年
に
し
た
理
由
は
？

A  

　
現
行
条
例
の
中
に
、
許
可

期
間
の
明
示
が
な
く
明
文
化

し
た
。

Q
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整

備
状
況
は
？

A  

　
全
て
の
学
校
に
整
備
さ
れ

て
い
る
。

　
今
回
、
通
信
速
度
を
上
げ

る
整
備
を
す
る
。

説　
明

主
な
質
疑

主
な
質
疑

陳
情
内
容

審
査
結
果

　
施
設
の
占
用
的
利
用
に
係

る
許
可
期
間
を
、
原
則
３
年

以
内
に
し
、
２
年
を
超
え
な

い
範
囲
で
１
回
限
り
延
長
で

き
る
よ
う
規
程
し
ま
す
。

都
市
整
備
課
長

すくすく育て町の宝！

充実した保育は保育士で決まる

期間を明確化し、実店舗創業を目指してもらう

学
校
教
育
課
長

こ
ど
も
み
ら
い
課
長

主
な
質
疑

Q
各
保
育
園
の
予
算

減
額
理
由
は
？

A  

　
当
初
、
保
育
士
の
賃
金
を

児
童
受
け
入
れ
可
能
最
大
額

で
計
上
し
た
。

　
実
績
見
込
み
に
よ
り
、
減

額
し
た
。

一

般

質

問

Ｏ
Ｈ
豆
知
識

委
員
会
報
告
予
算
特
別
委
員
会
採

決

結

果
議
会
臨
時
会

当

初

予

算

３
月
定
例
会

特
別
企
画

（7）



　
現
時
点
に
お
け
る
財
政
状

況
は
、
健
全
化
判
断
比
率
か

ら
す
る
と
健
全
な
状
態
に
あ

り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
将
来
発

生
す
る
経
費
が
ど
れ
く
ら
い

な
の
か
捉
え
き
れ
ず
、
有
形

固
定
資
産
減
価
償
却
率
は
、

全
国
・
県
平
均
と
比
較
す
る

と
高
い
水
準
に
あ
り
ま
す
。

　
全
国
平
均　
５
９
．
３
％

　
県
平
均　
　
５
３
．
５
％

　
本
町　
　
　
７
０
．
９
％

　
Ｈ
29
年
度
時
点

現
状
の
財
政
は
健
全

な
の
？

今
後
の
大
き
な
財
政

措
置

必
要
な
公
共
施
設
の

維
持

農
業
が
変
わ
る

　
公
共
施
設
の
老
朽
化
が
進

ん
で
お
り
、
維
持
修
繕
に
は

多
額
の
費
用
が
必
要
に
な
っ

て
き
ま
す
。

　
ま
た
、
扶
助
費
等
は
年
々

増
加
傾
向
に
あ
り
、
生
産
人

口
の
減
少
に
伴
い
、
財
源
確

保
が
難
し
く
な
っ
て
く
る
と

予
測
さ
れ
ま
す
。

総
務
常
任
委
員
会
　
日
常
報
告

建
設
産
業
常
任
委
員
会
　
日
常
報
告

　
修
繕
に
は
、
過
度
な
負
担

を
先
送
り
せ
ず
、
計
画
的
に

町
債
を
活
用
し
、
ま
た
国
庫

補
助
金
な
ど
の
特
定
財
源
を

積
極
的
に
確
保
し
て
、
限
ら

れ
た
財
源
を
必
要
と
す
る
事

業
に
集
中
し
、
健
全
な
財
政

運
営
に
努
め
る
こ
と
が
望
ま

れ
ま
す
。

　

平
成
28
年
ス
タ
ー
ト
の
、

「
町
地
域
経
営
計
画
」
も
令

和
２
年
度
で
前
期
が
終
了
し
、

新
た
に
５
年
間
の
後
期
計
画

を
策
定
し
、
令
和
３
年
度
よ

り
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
基
本
理
念
に
あ
る
「
希
望

の
持
て
る
町
を
後
世
に
引
き

つ
い
で
い
く
」
を
継
続
し
、

町
民
の
生
活
実
感
を
上
げ
る

た
め
、
現
状
に
あ
っ
た
柔
軟

な
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

計
画
を
執
行
す
る
に
は
、

町
政
運
営
の
バ
ラ
ン
ス
を
取

り
な
が
ら
、
財
源
や
人
員
な

ど
の
資
源
を
、
上
手
に
活
か

す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と

を
提
言
し
ま
し
た
。

　
こ

※

の
方
針
は
、
町
職
員
に

向
け
示
し
た
「
政
策
管
理
方

針
」
と
「
財
政
運
営
指
針
」

で
す
。

　

農
業
が
抱
え
る
課
題
に
、

後
継
者
不
足
や
食
料
自
給
率

の
低
下
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
一
方
で
、
ハ
イ
テ
ク

技
術
や
最
先
端
農
業
の
技
術

開
発
も
進
ん
で
い
ま
す
。

　
次
世
代
農
業
を
紹
介
す
る

見
本
市
で
は
、
ド
ロ
ー
ン
・

農
業
Ｉ
Ｔ
、
農
業
ロ
ボ
ッ
ト

等
が
出
品
さ
れ
、
中
で
も
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
Ｉ
Ｔ

を
駆
使
し
た
植
物
工
場
は
、

未
来
の
農
業
へ
の
進
化
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、「
ス
マ
ー
ト
農

業
に
よ
る
農
業
の
生
産
性
向

上
」
と
い
う
政
策
目
標
が
あ

れ
ば
、
農
林
水
産
省
だ
け
で

な
く
、
経
済
産
業
省
、
総
務

省
、
中
小
企
業
庁
な
ど
の
補

助
金
が
活
用
で
き
る
場
合
が

あ
り
、
幅
広
く
情
報
を
収
集

し
て
農
業
者
へ
の
情
報
提
供

を
望
み
ま
す
。

進む公共施設の老朽化

町政の運営に大事な役割を担う職員

令和２年度経営方針

自動化が進む農業！ロボット技術で省力化に
（アスパラガスの自動収穫）

町
へ
の
提
言

町
へ
の
提
言

当

初

予

算

３
月
定
例
会

一

般

質

問

Ｏ
Ｈ
豆
知
識

委
員
会
報
告
予
算
特
別
委
員
会
採

決

結

果
議
会
臨
時
会

特
別
企
画

（8）



　
本
町
の
福
祉
課
題
と
し
て
、

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

の
構
築
が
あ
り
ま
す
。

　
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
図
る

た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
仕
掛

け
や
仕
組
み
が
必
要
で
あ
る

か
を
、
本
町
の
現
状
と
課
題

を
分
析
し
つ
つ
、
２
年
間
に

わ
た
り
調
査
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
こ
の
事
業
を

推
進
す
る
の
に
必
要
な
こ
と

は
、
町
民
の
理
解
促
進
が
鍵

と
な
り
ま
す
。

　
互
助
力
の
形
成
や
、
弱
者

を
み
ん
な
で
支
え
る
と
い
う

本
町
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進
に
お
け
る

※
地
域
包
括
シ
ス
テ
ム
は
？

保
育
園
の
運
営
の
あ
り
方
は
？

雨
水
対
策
の
向
上
を
図
る

本
町
で
の
施
工
例

　
町
図
書
館
中
央
館
と
、
宝

積
寺
駅
東
口
ロ
ー
タ
リ
ー
に

施
工
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
２
年
度
、
み

ん
な
の
広
場
玄
関
前
雨
水
対

策
に
つ
い
て
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
雨
水
貯
留
槽
を
施
工
す

る
予
定
で
す
。

　
局
地
的
豪
雨
に
対
応
で
き

る
よ
う
、
定
期
的
な
雨
水
浸

透
桝
の
清
掃
や
現
状
に
沿
っ

た
浸
透
桝
の
増
設
、
ま
た
都

市
整
備
課
と
上
下
水
道
課
で

雨
水
対
策
の
解
決
に
向
け
た

計
画
を
、
早
期
に
立
て
る
よ

う
提
言
し
ま
す
。

雨
水
対
策
へ
向
け
て

　
近
年
、
気
象
の
変
化
で
集

中
豪
雨
の
多
発
や
、
局
地
的

豪
雨
化
の
傾
向
が
あ
り
、
本

町
で
も
そ
の
対
応
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、「
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
雨
水
貯
留
槽
浸
透
施
設

ジ
オ
プ
ー
ル
工
法
」
を
調
査

研
究
し
ま
し
た
。

　
そ
の
特
徴
は
、
１
日
当
た

り
２
０
０
㎥
の
施
工
が
可
能

で
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
に

比
べ
低
コ
ス
ト
で
あ
り
、
貯

留
率
が
93
％
と
高
く
、
効
率

よ
く
雨
水
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
製
品
は
、
容
器
包
装

リ
サ
イ
ク
ル
法
の
適
用
を
受

け
た
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を

原
材
料
に
し
、
省
資
源
・
資

源
有
効
活
用
と
、
効
率
的
な

洪
水
抑
制
を
同
時
に
実
現
し

て
い
ま
す
。

　
「
公
私
連
携
型
保
育
所
」

　
当
委
員
会
よ
り
、
「
公
私

連
携
型
保
育
園
」
へ
移
行
す

る
場
合
の
条
件
に

①
譲
渡
す
る
施
設
、
設
備
の

明
文
化

②
土
地
の
不
譲
渡

③
協
定
機
関
の
設
定

④
協
定
不
履
行
に
よ
る
協
定

の
無
効
化

⑤
保
育
事
業
の
再
委
託
禁
止

⑥
行
政
調
査
の
協
力
及
び
資

料
提
出

⑦
定
期
的
な
保
護
者
ア
ン

ケ
ー
ト
の
実
施

⑧
現
在
行
っ
て
い
る
保
育

サ
ー
ビ
ス
及
び
特
別
保
育
の

継
続

⑨
保
育
事
業
が
停
止
と
な
っ

た
場
合
の
措
置

　
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
訴

え
ま
し
た
。

　
奇く

し
く
も
、
行
政
が
出
し

た
方
向
性
と
、
当
委
員
会
の

結
論
が
ほ
ぼ
一
致
し
、
新
た

な
形
で
充
実
し
た
保
育
サ
ー

ビ
ス
の
運
営
に
期
待
が
持
た

れ
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
の
核
と
な
る

「
保
育
園
」
の
あ
り
方
で
、

本
町
に
見
合
っ
た
制
度
設
計

と
は
何
か
を
調
査
・
研
究
・

熟
議
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
「
公
私
連
携

型
保
育
園
」
が
、
本
町
に
最

も
適
し
た
在
り
方
で
あ
る
と
、

結
論
に
至
り
ま
し
た
。

　
町
有
財
産
を
譲
渡
し
「
公

設
民
営
」
か
ら
「
民
設
民

営
」
に
移
行
し
た
の
は
、

「
た
か
ら
保
育
園
」
と
「
ひ

ま
わ
り
保
育
園
」
の
２
園
。

意
識
の
変
革
な
ど
、
思
い
や

り
の
精
神
を
高
め
て
い
く
こ

と
が
一
番
の
近
道
で
あ
り
、

住
民
同
士
で
話
し
合
い
を
し
、

共
有
し
合
い
、
そ
こ
に
行
政

と
し
て
協
力
で
き
る
資
源
は

何
か
を
検
証
す
る
こ
と
に
よ

り
、
問
題
解
決
に
つ
な
が
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
本
町
の
多
職
種
連

携
に
必
要
な
事
は
、
人
・
モ

ノ
・
金
・
情
報
を
、
如
何
に

提
供
で
き
る
か
が
ポ
イ
ン
ト

で
す
。

　
よ
っ
て
、
今
後
行
政
と
し

て
、
町
民
の
意
識
改
革
に
つ

な
が
る
施
策
を
講
じ
る
こ
と

を
提
言
い
た
し
ま
す
。

※
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
は

日
常
生
活
圏
内
で
「
住
ま
い
」「
医

療
」「
介
護
」「
予
防
」「
生
活
支
援
」

の
５
つ
の
サ
ー
ビ
ス
を
高
齢
者
な

ど
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
一
体
的
に

提
供
す
る
体
制
こ
と

教
育
福
祉
常
任
委
員
会
　
日
常
報
告

町
へ
の
提
言

子どもの成長は町民の願い

駐車場等の地下に雨水を貯留
できるジオプール工法

一

般

質

問

Ｏ
Ｈ
豆
知
識

委
員
会
報
告
予
算
特
別
委
員
会
採

決

結

果
議
会
臨
時
会

当

初

予

算

３
月
定
例
会

特
別
企
画

（9）
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予算特別委員会審議

「人口減少の克服」・「地方創生の実現」に向け
明確な「令和2年度当初予算」が組まれる

　
予
算
特
別
委
員
会
は
、
３

日
間
に
渡
り
、
全
会
計
を
審

議
し
ま
し
た
。

　
各
委
員
よ
り
、
２
６
４
件

の
質
疑
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
会
と
行
政
の
や
り
取
り

の
一
部
を
、
紹
介
し
ま
す
。

本
町
に
産
科
が
来
る
？

産
科
誘
致
補
助
事
業

予
算
額　
１
億
円

Q
　
産
科
誘
致
は
、
ど
の
よ
う

に
進
め
る
の
か
？

A                  

健
康
福
祉
課
長

　
今
後
、
開
業
予
定
を
考
え

て
い
る
医
師
や
、
産
科
の
新

設
を
予
定
す
る
医
療
機
関
に
、

情
報
提
供
を
行
っ
て
い
く
。

お
い
し
い
本
町
産
の

　
農
産
物
を
給
食
に
！

学
校
給
食
町
内
産
利
用
拡
大
事
業

予
算
額　
１
億
２
０
３
８
万
円

Q
　
地
産
地
消
を
踏
ま
え
、
町

内
産
の
野
菜
等
の
利
用
拡
大

と
、町
内
産
「
と
ち
ぎ
の
星
」

の
提
供
は
す
る
の
か
？

A                  

学
校
教
育
課
長

　
「
町
食
育
、
地
産
地
消
推

進
行
動
計
画
」
の
も
と
、
利

用
率
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
、
町
推
奨
の
園
芸

６
品
目
は
、
収
穫
時
期
に
旬

な
食
材
と
し
て
提
供
し
、
町

内
産
「
と
ち
ぎ
の
星
」
も
年

に
数
回
は
提
供
す
る
。

　
「
園
芸
６
品
目
」
と
は

枝
豆
、
玉
ね
ぎ
、
夏
秋
な

す
、
春
菊
、
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
、
イ
チ
ゴ
で
あ
る
。

利
活
用
さ
れ
る

　
　
　
運
動
場
を

町
民
広
場
陸
上
競
技
場
改
修
事
業

予
算
額　
１
億
３
８
０
０
万
円

Q
　
工
事
で
利
用
出
来
な
い
期

間
に
、
代
替
施
設
の
確
保
は

さ
れ
て
い
る
の
か
？

A                  

生
涯
学
習
課
長

　

令
和
３
年
１
月
開
催
の
、

「
元
気
あ
っ
ぷ
ハ
ー
フ
マ
ラ

ソ
ン
大
会
」
終
了
後
に
工
事

を
着
手
し
、
10
月
ま
で
利
用

で
き
な
い
。

　
代
替
施
設
に
、
野
球
は
町

民
広
場
専
用
球
場
と
キ
リ
ン

運
動
場
。

　
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
、
野

球
専
用
球
場
。

　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
は
、
工

事
に
支
障
が
な
く
、
利
用
で

き
る
。

通
学
路
を
安
全
に

通
学
路
安
全
対
策
事
業

予
算
額　
２
０
７
万
円

Q
　
通
学
路
合
同
点
検
で
令
和

２
年
度
の
対
処
率
は
？

A                  

都
市
整
備
課
長

　
点
検
の
実
施
結
果
が
、
都

市
整
備
課
所
管
で
、
15
件

あ
っ
た
。

　
令
和
２
年
度
は
、
13
件
分

が
整
備
完
了
し
、
対
処
率
は
、

86
．
７
％
に
な
る
。

大
嘗
祭
の
記
念
碑
は

ど
こ
に
？

大
嘗
祭
モ
ニュ
メ
ン
ト
設
置
事
業

予
算
額　
１
０
０
万
円

Q
　
ど
の
よ
う
な
物
を
、
ど
こ

に
設
置
す
る
の
か

A                  

企
画
課
長

　

歌
人
※「
篠し
の　

弘ひ
ろ
し氏
」
が
、

大
嘗
宮
の
儀
で
詠
ま
れ
た

「
稻い

な
舂つ
き
歌う
た
」
の
石
碑
を
、
宮

内
庁
の
見
解
で
、
広
く
国
民

が
目
に
で
き
る
場
所
に
設
置

す
る
。　

稻
舂
歌

年
ご
と
に

　
稲い

な

田だ

ひ
ろ
ご
る

　
　
　
　
高
根
沢

杵き
ね

つ
く
香
り

　
町
を
う
る
ほ
す

※

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

歌
人
、
近
代
短
歌
研
究
者
。

短
歌
結
社
「
ま
ひ
る
野
」
代
表
。

日
本
現
代
詩
歌
文
学
館
館
長
。

日
本
文
藝
家
協
会
理
事
長
。

ふっくらとおいしい
「とちぎの星」

国体開催に向け
天然芝張替整備

安全対策として外側線を整備する

当

初

予

算

３
月
定
例
会

一

般

質

問

Ｏ
Ｈ
豆
知
識

委
員
会
報
告
予
算
特
別
委
員
会
採

決

結

果
議
会
臨
時
会

特
別
企
画

主
な
審
議
内
容

（10）

totomura
鉛筆



　
予
算
特
別
委
員
会
は
、
３

日
間
に
渡
り
、
全
会
計
を
審

議
し
ま
し
た
。

　
各
委
員
よ
り
、
２
６
４
件

の
質
疑
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
会
と
行
政
の
や
り
取
り

の
一
部
を
、
紹
介
し
ま
す
。

本
町
に
産
科
が
来
る
？

産
科
誘
致
補
助
事
業

予
算
額　
１
億
円

Q
　
産
科
誘
致
は
、
ど
の
よ
う

に
進
め
る
の
か
？

A                  

健
康
福
祉
課
長

　
今
後
、
開
業
予
定
を
考
え

て
い
る
医
師
や
、
産
科
の
新

設
を
予
定
す
る
医
療
機
関
に
、

情
報
提
供
を
行
っ
て
い
く
。

　今号の表紙を飾った写真は、３月７日に行われた「阿久津中学校　卒業式」で撮影した
ものです。
　一時は、新型コロナウィルスの影響で開催が心配されましたが、規模・時間短縮などを
図り、式を挙行することができました。
　令和最初の卒業生は、2011年の東日本大震災直後に小学校へ入学し、義務教育のスター
トを切りました。
　そして奇しくも、義務教育の最後に「新型コロナウィルス」が邪魔をし、新たな門出と
なる卒業式が盛大に挙行できませんでした。
　しかし、表紙写真から見てとれるように、笑顔にあふれ、これから進む未来に向かい力
強く歩んでくれると思える表情に、「卒業おめでとう」、「生まれてきてくれてありがとう」
という感情が素直に出てきました。

※　賛否の分かれた議案のみを掲載しています。
また、全議案の採決結果を確認したい場合は、高根沢町ホームページ内の「高根
沢町議会」を開き「定例会採択結果」をご覧いただくか、誌面掲載のＱＲコード
でアクセスしてください。

町民の負託に応えた各議員の賛否!!
令和元年度３月定例会　議案と審議結果

上程された議案＆概要
賛成：〇　　　反対：×

※　齋藤武男議員は議長のため採決に加わりません。

澤
畑　
宏
之

髙
根　
　
博

佐
藤　
晴
彦

鈴
木
伊
佐
雄

中
山
喜
美
一

加
藤　
　
章

齋
藤　
誠
治

梅
村　
達
美

横
須
賀
忠
利

小
林　
栄
治

神
林　
秀
治

森　
　
弘
子

野
中　
昭
一

鈴
木　
利
二

阿
久
津
信
男

結
　
果

掲
載
ペ
ー
ジ

令和元年度補正予算
一般会計
2857万円を増額し、補正後の予算額は108億4708万円 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 〇 〇 可決 P6,7

国民健康保険特別会計
341万円を増額し、補正後の予算額は27億6284万円 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 可決

令和２年度予算
一般会計
歳入・歳出それぞれが、107億6000万円を計上 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 〇 × 〇 〇 〇 可決 P2,3,

10

国民健康保険特別会計
歳入・歳出それぞれが、26億3769万円を計上 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 可決

後期高齢者医療特別会計
歳入・歳出それぞれが、２億8556万円を計上 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 可決

介護保険特別会計
歳入・歳出それぞれが、23億3886万円を計上 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 可決

陳情審査
介護福祉職員の給与を当面４万円引き上げることを
国に求める陳情（不採択） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 可決 P7

厚生年金制度への地方議会議員の加入を求める意見書 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 可決 P6

議員発議（意見書）
地方議会議員の社会保障制度の拡充を求める意見書 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 可決 P6

表紙写真紹介
一

般

質

問

Ｏ
Ｈ
豆
知
識

委
員
会
報
告
予
算
特
別
委
員
会
採

決

結

果
議
会
臨
時
会

当

初

予

算

３
月
定
例
会

特
別
企
画

（11）



業
務
用
洗
濯
機
が
不
要
に

な
っ
た
理
由

　
当
初
、
リ
ネ
ン
の
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
を
直
営
で
行
い
、
業

務
用
洗
濯
機
を
購
入
す
る
計

画
だ
っ
た
が
、
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
業
者
に
委
託
で
き
る
見
通

し
が
立
ち
、
不
要
に
な
っ
た
。

冷
蔵
ス
ト
ッ
カ
ー
の

必
要
理
由

　
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設
を
利

用
す
る
方
に
、
飲
み
物
を
提

供
す
る
た
め
に
整
備
す
る
。

変
更
請
負
金
額

　
　
（
変
更
前
）

　
２
億
５
７
１
１
万
円

　
　
（
変
更
後
）

　
３
億
６
２
６
９
万
円
。

　
工
期
は
、
３
月
22
日
ま
で

の
１
７
４
日
間
延
長
す
る
。

※
ア
ス
ベ
ス
ト
と
は

　
極
め
て
細
い
繊
維
、
熱
、
摩

擦
、
酸
や
ア
ル
カ
リ
に
も
強
く
、

丈
夫
で
変
化
し
に
く
い
と
い
う

特
性
を
も
っ
て
お
り
、
建
材
、

摩
擦
材
と
い
っ
た
様
々
な
工
業

製
品
に
使
用
さ
れ
て
き
た
。

　
し
か
し
、
肺
が
ん
や
中
皮
腫

を
発
症
す
る
発
が
ん
性
が
問
題

と
な
り
、
現
在
は
原
則
使
用
が

禁
止
さ
れ
て
い
る
。

 

主
な
変
更
理
由 

　

外
壁
の
下
地
調
整
材
に
、

ア
ス
ベ
ス
ト
が
含
ま
れ
て
い

る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
ク
ラ
ッ
ク

補
修
工
法
を
変
更
す
る
な
ど

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
が
必
要
に

な
っ
た
。

　
新
た
に
、
ア
ス
ベ
ス
ト
除

去
工
事
を
行
う
こ
と
で
、
工

期
を
延
長
す
る
必
要
が
生
じ
、

こ
れ
に
伴
な
い
、
工
事
費
が

増
額
と
な
る
。

お
い
し
い
給
食
を

　
　
　
安
全
に
届
け
ま
す

学
校
給
食
配
送
車

　
　
　
　
　
　
２
台
購
入

　
使
用
中
の
給
食
配
送
車
は
、

平
成
10
年
車
で
、
20
年
以
上

経
過
し
、
走
行
距
離
は
15
万

キ
ロ
を
超
え
た
こ
と
か
ら
、

新
車
を
購
入
す
る
。

　
契
約
金
額

　
１
３
０
０
万
円

「
道
の
駅
た
か
ね
ざ
わ

元
気
あ
っ
ぷ
む
ら
」備
品
購
入

　
指
定
管
理
者
と
の
協
議
で
、

購
入
機
器
の
一
部
が
変
更
と

な
っ
た
。

　

当
初
購
入
を
予
定
し
た

「
業
務
用
洗
濯
機
」
１
台
が

不
要
と
な
り
、
新
た
に
「
冷

蔵
ス
ト
ッ
カ
ー
」
１
台
が
必

要
と
な
っ
た
た
め
、
購
入
機

器
の
入
れ
替
え
を
す
る
事
に

な
っ
た
。

397回臨時会

西小の改修工事で「アスベスト」が見つかる
安全な学校施設を子ども達に

安全安心できる西小学校へアスベスト完全除去

西小外壁工事の施工風景

美味しい給食で笑顔になる子ども達（上高小）

グランピング場に常設する冷蔵ストッカー

当

初

予

算

３
月
定
例
会

一

般

質

問

Ｏ
Ｈ
豆
知
識

委
員
会
報
告
予
算
特
別
委
員
会
採

決

結

果
議
会
臨
時
会

特
別
企
画

西
小
学
校
大
規
模
改
修
工
事
の
変
更

財
産
取
得

財
産
取
得
の
変
更

※

（12）（12）



 

工
事
期
間
の
変
更
理
由 

　

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
ト
レ
ー

ラ
ー
の
納
入
は
、
ア
メ
リ
カ

か
ら
船
で
輸
送
さ
れ
る
が
、

直
近
で
日
本
向
け
の
船
便
数

が
減
少
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
当
初
１
便

で
全
台
数
輸
送
を
予
定
し
た

が
、
２
便
に
分
け
て
の
輸
送

と
な
り
、
搬
入
に
２
週
間
程

の
遅
れ
が
生
じ
、
工
期
延
長

が
必
要
と
な
っ
た
。

　

工
期
を
８
日
間
延
長
し
、

３
月
27
日
ま
で
と
し
た
。

 

主
な
変
更
理
由 

　
工
事
発
生
土
が
、
当
初
見

込
ん
で
い
た
土
量
よ
り
増
加

し
た
こ
と
で
、
積
込
、
運
搬

等
の
処
理
が
増
え
た
。

　
ま
た
、
外
構
工
事
で
、
利

用
者
の
利
便
性
を
考
慮
し
、

施
設
前
ス
ペ
ー
ス
の
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
舗
装
を
透
水
性
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
に
変
更
。

変
更
請
負
金
額

（
変
更
前
）

　
１
億
４
１
８
１
万
円

（
変
更
後
）

　
１
億
４
７
２
０
万
円

 

工
事
期
間
の
変
更
理
由 

　
台
風
19
号
の
、
災
害
復
旧

工
事
等
で
、
建
設
関
連
業
者

の
人
員
確
保
に
影
響
が
出
て

お
り
、
工
期
を
28
日
間
延
長

し
、
３
月
13
日
ま
で
と
し
た
。  

主
な
変
更
理
由 

１　
池
の
提
体
部
分
で
立
ち

入
り
防
止
柵
の
材
料
を
、

防
腐
剤
注
入
材
を
使
用

２　
張
芝
工
を
、
施
設
、
構

造
物
付
近
を
追
加
し
、
当

初
の
１
０
７
２
㎡
か
ら

１
９
８
５
㎡
に
変
更
。

３　
既
存
管
理
棟
の
改
修
で
、

２
階
外
壁
面
の
下
地
が

腐
食
し
て
お
り
、
全
面

張
替
を
追
加
。

４　
大
雨
の
時
に
、
管
理
棟

屋
内
へ
雨
水
の
侵
入
が

確
認
さ
れ
、
２
階
床
の

防
水
処
理
を
追
加
。

変
更
請
負
金
額

（
変
更
前
）

　
４
億
４
万
円

（
変
更
後
）

　
４
億
１
４
８
７
万
円

398回臨時会

  工期終了間際になぜ？
「元気あっぷむら工事請負契約の変更」

親
水
公
園
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ

情
報
発
信
館

温
　
　
泉

和
食
レ
ス
ト
ラ
ン

「
こ
こ
に
し
か
な
い
い
ち
ば
」雰囲気が一変した直売所 ピカピカになった浴室

最新のキャンピングトレーラー本館２階の「いな穂」
美味しい和食膳が堪能できる

「道の駅たかねざわ
元気あっぷむら」QRコード

オシャレな「情報発信館」

泊まった人しか味わえない空間

一

般

質

問

Ｏ
Ｈ
豆
知
識

委
員
会
報
告
予
算
特
別
委
員
会
採

決

結

果
議
会
臨
時
会

当

初

予

算

３
月
定
例
会

特
別
企
画

写
真
で
見
る「
元
気
あ
っ
ぷ
む
ら
＆
道
の
駅
」

道
の
駅
休
憩
施
設
新
築
工

事
の
変
更（
１
月
臨
時
会
）

当
初
計
画
が
甘
す
ぎ
る
！　

工
事
契
約
は
綿
密
に
行
う
べ
き

滞
在
型
宿
泊
施
設
建
設（
親
水
公
園
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設
）

工
事
の
変
更（
２
月
臨
時
会
）

（13）（13）



町
政
を
問
う
！

　
明
治
８
年
、
内
務
卿
だ
っ

た
大
久
保
利
通
の
発
案
で
千

葉
県
成
田
市
に
下
総
御
料
牧

場
と
し
て
開
設
さ
れ
、
昭
和

44
年
に
成
田
空
港
の
建
設
に

と
も
な
い
、
高
根
沢
町
に
移

転
開
場
し
ま
し
た
。

　
広
さ
は
約
２
５
２
ha
。

　
（
東
京
ド
ー
ム
約
54
個
分
）

　
天
皇
家
、
皇
族
の
日
常
の

食
事
、
宮
中
晩
餐
会
や
園
遊

会
な
ど
の
宮
内
庁
行
事
に
使

わ
れ
る
野
菜
、
肉
、
牛
乳
、

卵
を
総
合
的
に
生
産
す
る
宮

内
庁
管
轄
の
農
場
・
牧
場
で
、

皇
室
用
の
乗
馬
・
馬
車
用
の

馬
も
飼
育
し
て
い
ま
す
。

　
御
料
牧
場
で
生
産
さ
れ
た

食
料
品
が
一
般
に
出
回
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
平
成
23
年
の
東
日
本
大
震

災
で
は
、
天
皇
・
皇
后
両
陛

下
の
ご
意
向
で
、
豚
肉
、
卵
、

野
菜
が
支
援
物
資
と
し
て
避

難
所
に
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
選
挙
運
動
は
、
各
陣
営
の

資
金
力
の
差
が
影
響
し
な
い

よ
う
、「
自
発
的
に
無
報
酬

で
行
う
の
が
原
則
」
と
決
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
公
職
選
挙
法
は
、
例
外
的

に
報
酬
を
支
払
う
際
の
規
定

を
厳
密
に
定
め
、
規
定
を
超

え
て
金
銭
や
物
品
を
提
供
す

る
こ
と
を
、「
運
動
員
買
収
」

と
し
て
禁
じ
て
い
ま
す
。

　
選
挙
カ
ー
で
支
持
を
訴
え

る
う
ぐ
い
す
嬢
や
手
話
通
訳

者
、
宛
名
書
き
と
い
っ
た
単

純
な
労
務
を
担
う
事
務
員
な

ど
に
限
ら
れ
、
制
限
の
範
囲

内
で
報
酬
を
支
払
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
報
酬
を
支
払
う
場
合
は
選

挙
管
理
委
員
会
へ
届
出
が
必

要
で
す
。

「
運
動
員
買
収
の
禁
止
」

公
職
選
挙
法
で
は

報
酬
の
支
払
い
が

認
め
ら
れ
る
の
は

国会で追及されている
「選挙運動員」の報酬

その疑問にお答えします！

まめ
ちしき豆

知識

OH

自
然
的・社
会
的
条
件
が

適
合
し
選
ば
れ
ま
し
た

町民に親しまれた「御料牧場マラソン」

　
選
挙
運
動
の
事
務
に
従
事

す
る
人
（
選
挙
事
務
員
）
に

も
報
酬
を
支
払
う
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
選
挙
事
務
員
は

選
挙
運
動
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

　
こ
の
他
に
、
労
務
者
と
い

う
区
分
も
あ
り
、
こ
ち
ら
に

も
報
酬
を
支
払
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
ま
た
、
労
務
者
も
選
挙
事

務
員
と
同
様
に
選
挙
運
動
を

行
う
こ
と
が
で
き
ず
に
、
ポ

ス
タ
ー
貼
り
、
ハ
ガ
キ
の
宛

名
書
き
や
自
動
車
の
運
転
な

ど
と
い
っ
た
労
務
に
当
た
る

こ
と
し
か
で
き
ま
せ
ん
。

　
労
務
者
は
人
数
の
制
限
が

な
い
た
め
、
多
数
の
労
務
者

を
使
用
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

御
料
牧
場
の
こ
ぼ
れ
話

一
度
は
食
べ
て
み
た
い

　
御
料
牧
場
の
羊
肉
を
使
っ

た
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
は
、「
宗

教
上
の
理
由
で
牛
や
豚
が
食

べ
ら
れ
な
い
人
で
も
食
べ
ら

れ
る
」
と
い
う
理
由
で
、
毎

年
春
と
秋
に
催
さ
れ
る
園
遊

会
や
宮
中
晩
餐
会
の
名
物
料

理
に
な
っ
て
い
ま
す
。

長
距
離
走
大
会
の
起
源

　
昭
和
49
年
に
は
、
第
一
回

新
春
御
料
牧
場
マ
ラ
ソ
ン
大

会
が
行
わ
れ
、
平
成
８
年
元

気
あ
っ
ぷ
む
ら
が
オ
ー
プ
ン

す
る
ま
で
続
き
、
以
降
は
現

在
の
「
元
気
あ
っ
ぷ
ハ
ー
フ

マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
へ
と
引
き

継
が
れ
ま
し
た
。

選
挙
運
動
の
制
限

ちょっとブレイク

皇室ゆかりの地「たかねざわ」
宮内庁御料牧場が移転開場して51年

当

初

予

算

３
月
定
例
会

一

般

質

問

Ｏ
Ｈ
豆
知
識

委
員
会
報
告
予
算
特
別
委
員
会
採

決

結

果
議
会
臨
時
会

特
別
企
画
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町
政
を
問
う
！

　詳細は、YouTubeやDVD・会
議録をご覧ください。

　会議録は、定例会及び臨時会の終
了後、約２ケ月後に発行しています。
　役場・図書館（中央館・
仁井田分館・上高根沢
分館）で貸出し、閲覧
ができます。

DVD・会議録

５
人
の
議
員
が
登
壇

◆梅村　達美　議員………………16
①スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー
の役割と今後の課題は

②子どもたちの休み時間の過ごし方は
③教育環境の整備を
④学区外の中学校への通学の状況は

◆佐藤　晴彦　議員………………17
①加藤町政２期目の集大成は
②高根沢町版コミュニティスクール「みんなの学校」の
理解促進を

◆齋藤　誠治　議員………………18
①元気あっぷむらの運営は
②新型コロナウイルス対策は
③上高根沢小学校の今後の運営は

◆澤畑　宏之　議員………………19
①これからの自治会のあり方と運営は
②現在の学校におけるＩＣＴ教育とこれからのＩＣＴ
教育は

◆森　　弘子　議員………………20
①地域共生社会の実現を
②国民健康保険制度の実状と改善策は

YouTube
　各議員一般質問のページにあるＱ
Ｒコード、または、「高根沢町議会　
第399回」で検索

一般質問って？
　一般質問は、町の行財政全般に関し、議員主導で政策的な論
議をする場です。
　議長が、質問と答弁がよくかみ合うように議事を進めるため、
質問する議員も、受ける執行機関もともに十分な準備が必要で、
そのため議員としては、質問の構想を練り、理論構成をして、
その要旨を議長に通告する、通告制をとっています。
　質問時間は、一人につき質問、答弁、再質問を含め60分以内
です。

　本紙では、■の質問を要約して掲載しています。

一

般

質

問

Ｏ
Ｈ
豆
知
識

委
員
会
報
告
予
算
特
別
委
員
会
採

決

結

果
議
会
臨
時
会

当

初

予

算

３
月
定
例
会

特
別
企
画

（15）（15）

広報誌がスマホで見れて便利
「マチイロ」＆
「栃木イーブックス」を検索

暮らしの政治を見てみよう

議会傍聴へお越しください
　次回の議会日程は、
６月２日～11日の予定。
　日程詳細・議事録は、
町ホームページをご覧
ください。

「議会だより」表紙写真募集
　写真は町内のイベントや人
物、風景を撮ったものをデータ
で提出してください。
問い合わせ　ＴＥＬ.675-8111

次回の発行は７月20日予定です。
議会の情報をより早く皆様へ

マチイロHP トチギイーブックスHP傍聴の手続き



議　員

問
教
育
環
境
の
整
備
は

　
答【
教
育
長
】「
今
後
の
学
校

　
　
運
営
の
検
討
方
針
」を
策
定

学
校
体
制
学
校

体
制

遊
び
か
ら
得
る
学
び

Q
子
ど
も
達
の
休
み

時
間
の
過
ご
し
方

の
状
況
は
？

A  

教
育
長

　

休
み
時
間
の
校
庭
で
は
、

子
ど
も
達
は
思
い
思
い
に
楽

し
ん
で
い
る
。

　
集
団
で
、
自
由
な
遊
び
を

す
る
子
が
多
く
、
時
に
は
問

題
が
起
こ
る
事
も
あ
る
。

　
学
校
で
の
休
み
時
間
の
遊

び
は
、
社
会
性
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
付

け
ら
れ
る
「
大
切
な
場
」
の

ひ
と
つ
で
あ
る
と
捉
え
る
。

A  

教
育
長

　

本
町
は
、小
中
学
校
８
校

の
う
ち
、中
央・東・北・上
高

小
学
校・北
中
学
校
の
５
校
が
、

小
規
模
校
に
区
分
さ
れ
る
。

　
今
後
も
、
小
規
模
校
を
中

心
に
町
内
小
中
学
校
全
体
の

児
童
・
生
徒
が
、
ゆ
る
や
か

に
減
少
す
る
こ
と
が
推
計
さ

れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
状
況
か
ら
、
小

規
模
特
認
校
の
継
続
を
含
め
、

学
区
の
あ
り
方
や
、
学
校
の

統
廃
合
な
ど
、
様
々
な
点
か

ら
見
直
し
、
検
討
を
行
う
時

期
に
来
た
と
捉
え
た
。

　

教
育
委
員
会
は
、様
々
な

観
点
で
調
査
研
究
を
進
め
、

「
今
後
の
学
校
運
営
の
検
討

方
針
」を
策
定
し
た
後
に
、地

域
や
関
係
者
か
ら
の
意
見
を

伺
い
、今
後
の
学
校
運
営
と
い

う
難
し
い
課
題
の
解
決
に
向

か
い
、検
討
を
進
め
て
い
く
。

少
人
数
学
校
の
展
望

Q
今
後
の
、少
人
数
学

校
へ
の
対
応
は
？

　
ま
た
、
統
廃
合
の
考
え
は

あ
る
の
か
？

町内５校ある少人数学校の行方は？

スクールカウンセラー・
スクールソーシャル
ワーカーとは？

多
様
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

Q
今
後
、
充
実
し
た

相
談
体
制
に
す
る

た
め
に
課
題
は
あ
る
の
か
？

A  

教
育
長

　
相
談
件
数
が
、
平
成
30
年

度
の
実
数
で
、
中
学
校
は
計

８
７
２
件
。

　
小
学
校
は
、
児
童
・
保
護

者
か
ら
１
，
０
９
５
件
、
教

職
員
か
ら
５
２
１
件
の
、
計

１
，
６
１
６
件
の
相
談
が

あ
っ
た
。

　
相
談
件
数
が
非
常
に
多
く
、

更
に
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
と
想

定
で
き
る
。

　
今
後
も
、
多
様
な
相
談
に

き
め
細
や
か
な
対
応
を
図
る

た
め
、
配
置
や
体
制
の
充
実

が
課
題
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
適
切
な
人
材
の

確
保
が
難
し
い
こ
と
」
も
課

題
に
あ
り
、
勤
務
条
件
等
の

工
夫
・
改
善
に
取
り
組
む
。

悩
ま
ず
相
談
を
！

Q
児
童
・
生
徒
・
保

護
者
か
ら
の
相
談

体
制
と
、
そ
の
対
応
は
？

A  

教
育
長

　
本
町
は
、
児
童
・
生
徒
や

家
庭
を
取
り
巻
く
あ
ら
ゆ
る

問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
２
名
、

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
１
名
を
配
置
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
中
学
校
に
は
、
県

派
遣
の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
２
名
を
配
置
。

　
ま
た
、
町
は
必
要
に
応
じ

て
外
部
機
関
と
の
連
携
・
協

力
な
ど
、
児
童
・
生
徒
・
保

護
者
・
学
校
と
、
関
係
機
関

の
橋
渡
し
を
す
る
な
ど
、
中

立
的
な
立
場
を
活
か
し
、
問

題
解
決
に
つ
な
が
る
一
つ
の

役
割
を
担
っ
て
い
る
。

梅村　達美

問学校における悩み相談への対応は
　　　　　答【教育長】配置や体制の充実が課題

学
校
運
営
学
校
運
営

当

初

予

算

３
月
定
例
会

一

般

質

問

Ｏ
Ｈ
豆
知
識

委
員
会
報
告
予
算
特
別
委
員
会
採

決

結

果
議
会
臨
時
会

特
別
企
画
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　 議　員

遊
び
か
ら
得
る
学
び

Q
子
ど
も
達
の
休
み

時
間
の
過
ご
し
方

の
状
況
は
？

A  

教
育
長

　

休
み
時
間
の
校
庭
で
は
、

子
ど
も
達
は
思
い
思
い
に
楽

し
ん
で
い
る
。

　
集
団
で
、
自
由
な
遊
び
を

す
る
子
が
多
く
、
時
に
は
問

題
が
起
こ
る
事
も
あ
る
。

　
学
校
で
の
休
み
時
間
の
遊

び
は
、
社
会
性
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
付

け
ら
れ
る
「
大
切
な
場
」
の

ひ
と
つ
で
あ
る
と
捉
え
る
。

A  

教
育
長

　

本
町
は
、小
中
学
校
８
校

の
う
ち
、中
央・東・北・上
高

小
学
校・北
中
学
校
の
５
校
が
、

小
規
模
校
に
区
分
さ
れ
る
。

　
今
後
も
、
小
規
模
校
を
中

心
に
町
内
小
中
学
校
全
体
の

児
童
・
生
徒
が
、
ゆ
る
や
か

に
減
少
す
る
こ
と
が
推
計
さ

れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
状
況
か
ら
、
小

規
模
特
認
校
の
継
続
を
含
め
、

学
区
の
あ
り
方
や
、
学
校
の

統
廃
合
な
ど
、
様
々
な
点
か

ら
見
直
し
、
検
討
を
行
う
時

期
に
来
た
と
捉
え
た
。

　

教
育
委
員
会
は
、様
々
な

観
点
で
調
査
研
究
を
進
め
、

「
今
後
の
学
校
運
営
の
検
討

方
針
」を
策
定
し
た
後
に
、地

域
や
関
係
者
か
ら
の
意
見
を

伺
い
、今
後
の
学
校
運
営
と
い

う
難
し
い
課
題
の
解
決
に
向

か
い
、検
討
を
進
め
て
い
く
。

多
様
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

Q
今
後
、
充
実
し
た

相
談
体
制
に
す
る

た
め
に
課
題
は
あ
る
の
か
？

A  

教
育
長

　
相
談
件
数
が
、
平
成
30
年

度
の
実
数
で
、
中
学
校
は
計

８
７
２
件
。

　
小
学
校
は
、
児
童
・
保
護

者
か
ら
１
，
０
９
５
件
、
教

職
員
か
ら
５
２
１
件
の
、
計

１
，
６
１
６
件
の
相
談
が

あ
っ
た
。

　
相
談
件
数
が
非
常
に
多
く
、

更
に
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
と
想

定
で
き
る
。

　
今
後
も
、
多
様
な
相
談
に

き
め
細
や
か
な
対
応
を
図
る

た
め
、
配
置
や
体
制
の
充
実

が
課
題
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
適
切
な
人
材
の

確
保
が
難
し
い
こ
と
」
も
課

題
に
あ
り
、
勤
務
条
件
等
の

工
夫
・
改
善
に
取
り
組
む
。

町
政
町
政

問加藤町政、２期目の集大成は
　答【町長】予算編成所信表明で示した通り

「
不ふ
え
き
り
ゅ
う
こ
う

易
流
行
」

Q
２
期
目
最
終
年
度

の
施
策
展
開
は
？

A  
町
長

　
令
和
２
年
度
の
予
算
編
成

で
示
し
た
通
り
、「
不
易
流

行
」の
意
味
で「
い
つ
ま
で
も
変

化
し
な
い
本
質
的
な
も
の
の
中

に
も
、新
し
く
変
化
を
重
ね
て

い
く
事
が
大
切
」と
い
う
考
え

が
町
政
運
営
で
も
同
様
に
あ

て
は
ま
り
、「
今
後
も
変
わ
り

続
け
る
事
で
、新
し
い
魅
力
を

創
出・発
信
で
き
る
町
づ
く
り

を
進
め
、更
な
る
関
係
人
口
を

創
出
す
る
事
を
、次
年
度
の
町

政
運
営
方
針
と
し
て
い
る
。

地
域
人
材
の
活
用

Q
今
年
度
運
営
し
て

捉
え
た
課
題
と
今

後
の
展
開
及
び
「
学
校
支
援

地
域
人
材
バ
ン
ク
」
の
創
設

を
す
る
考
え
は
？

A  

教
育
長

　
本
来
の
目
的
で
あ
る「
子
ど

も
達
の
成
長
に
向
け
た
意
見
の

出
し
合
い
」に
至
ら
ず
、令
和

２
年
度
は
意
見
の
出
し
合
い
を

し
っ
か
り
行
い
、地
域
と
共
に

子
ど
も
達
を
育
て
て
い
く
た
め

の
運
営
が
必
要
と
考
え
る
。

　
人
材
バ
ン
ク
は
、全
町
的
に

各
地
域
の
人
材
を
、有
効
活
用

で
き
る
仕
組
み
作
り
を
進
め
て

お
り
、さ
ら
に
学
校
間
の
連
携

を
強
化
す
れ
ば
、人
材
バ
ン
ク

の
機
能
を
兼
ね
備
え
た
体
制

を
構
築
で
き
る
と
考
え
る
。

不
充
分
な
情
報
発
信

Q
教
員
・
保
護
者
・
地

域
の
方
へ
、理
解
促

進
を
ど
の
様
に
行
っ
た
の
か
？

A  

教
育
長

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

の
制
度
導
入
に
向
け
、校
長・

教
頭
会
を
通
し
、
教
員
の
理

解
促
進
を
図
っ
た
。

　
ま
た
、
平
成
31
年
４
月
に

「
町
広
報
紙
」
や
各
学
校
の

「
学
校
だ
よ
り
」
等
で
情
報

発
信
し
、
保
護
者
や
地
域
の

方
に
理
解
を
図
っ
た
。

今
の
庁
舎
は
大
丈
夫
？

Q
早
期
に
、
庁
舎
整

備
検
討
を
再
開
す

べ
き
で
は
？

A  
町
長

　
庁
舎
整
備
は
重
要
と
の
認

識
に
変
わ
り
は
な
く
、
平
成

30
年
８
月
の
議
会
全
員
協
議

会
等
で
説
明
し
た
と
お
り
、

新
庁
舎
建
設
に
係
る
議
論
は

無
期
限
の
延
期
で
あ
る
。

問「
み
ん
な
の
学
校
」の

　
理
解
促
進
を

　
答【
教
育
長
】保
護
者・地
域
へ
の

　
　
理
解
促
進
を
図
っ
て
き
た

決
め
た
施
策
を
継
続

Q
町
長
就
任
か
ら
７

年
、
施
策
の
成
果

と
克
服
す
べ
き
課
題
は
？

　
ま
た
、
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
と

し
て
「
定
住
人
口
増
加
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
施
策
の
展

望
に
変
化
は
あ
る
の
か
？

A  
町
長

　
地
域
経
営
計
画
や
、
総
合

戦
略
で
示
し
た
施
策
を
、
継

続
的
な
見
直
し
と
改
善
を
図

り
、
予
算
編
成
し
て
い
る
。

　
施
策
の
評
価
は
、
町
民
の

皆
様
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

残
り
の
任
期
に
全
力
を
注
い

で
い
る
の
で
、
現
時
点
で
総

括
す
る
段
階
で
は
な
い
と
考

え
て
い
る
。

　
施
策
の
展
望
に
つ
い
て
は
、

平
成
27
年
時
点
で
の
現
状
を

正
確
な
数
字
で
分
析
し
、
35

年
と
い
う
長
期
的
な
視
点
に

立
っ
て
、
取
り
組
み
の
可
能

性
を
示
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

な
の
で
、
こ
れ
に
関
し
施
策

の
展
望
に
変
化
は
な
い
。

佐藤　晴彦

昔遊びにおいての地域人材活用

いつになる庁舎建設

学
校

運
営
学
校
運
営

30,000
29,800
29,600
29,400
29,200
29,000
28,800
28,600
28,400
28,200

2015年 2016年 2017年 2018年 2019年
人口推移の実数 予測人口推移

29,659人
29,515人

2020年

28,868人

29,573人29,667人29,714人29,777人
29,918人

　多くの自治体が人口減少対策が課題の中、本
町では将来予測よりも緩やかな減少傾向にあり、
一定の施策効果があったと言える。
※１　各年の人口は、町住民基本台帳及び外国人

登録人口（各年４月１日現在）を基に表記しています。
※２　2020年の人口は、令和２年３月１日現

在の人口を表記しています。
※３　予測人口推移は、2018年時点でのRESAS
（地域経済分析システム）のデータを基にして
います。
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果
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臨
時
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議　員

児
童
数
減
少
に
危
機
感

Q
令
和
２
年
度
の
新

入
学
児
童
数
は
？

A  

教
育
長

　

上
高
小
学
区
内
か
ら
は
、

３
名
が
入
学
。

　
小
規
模
特
認
校
制
度
を
利

用
し
、
他
学
区
か
ら
の
入
学

生
は
２
名
。

　
合
計
５
名
が
、
新
１
年
生

と
し
て
入
学
す
る
。

問
「
上
高
小
学
校
」
の
未
来
は

　
答【
教
育
長
】複
式
学
級
が

　
　
予
想
さ
れ
る

地
域
拠
点
「
学
校
」
の

未
来
は

Q
今
ま
で
以
上
に
児

童
数
が
減
少
す
る

と
、
複
式
学
級
の
可
能
性
が

懸
念
さ
れ
る
。

　

児
童
数
の
増
加
に
向
け
、

今
後
の
取
り
組
は
？

A  

教
育
長

　
現
在
の
児
童
数
か
ら
見
る

と
、
令
和
３
年
度
に
２
、
３

年
生
が
複
式
学
級
に
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。

　
引
き
続
き
、
小
規
模
特
認

校
制
度
の
周
知
を
図
り
な
が

ら
、
学
校
運
営
協
議
会
を
活

用
す
る
な
ど
、
上
高
小
が
更

に
特
色
あ
る
教
育
活
動
を
実

践
で
き
る
よ
う
支
援
し
、
児

童
数
の
確
保
を
図
る
。

　
ま
た
、
小
規
模
特
認
校
制

度
、
学
区
の
あ
り
方
、
学
校

の
統
廃
合
な
ど
、
様
々
な
観

点
か
ら
調
査
研
究
し
、
町
全

体
の
学
校
運
営
を
検
討
す
る
。

学
校
運
営
学
校
運
営

ど
う
な
る
今
後
の
運
営
？

Q
農
産
物
直
売
所
な

ど
、
地
域
と
連
携

し
実
施
さ
れ
た
事
業
や
イ
ベ

ン
ト
等
は
、
今
後
も
継
続
さ

れ
る
の
か
？

A  

町
長

　
今
後
の
運
営
は
、
指
定
管

理
者
に
決
定
し
た
「
㈱
塚
原

緑
地
研
究
所
」が
、行
政
に
無

い
専
門
性
・
経
験
・
感
覚
を
、

事
業
や
イ
ベ
ン
ト
に
反
映
さ

せ
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

　
町
は
、
指
定
管
理
者
が
町

内
外
の
事
業
者
や
地
域
住
民

の
皆
さ
ん
と
の
「
Ｗ
Ｉ
Ｎ
・

Ｗ
Ｉ
Ｎ
」
の
関
係
を
築
き
、

そ
の
力
を
運
営
に
活
か
す
こ

と
を
期
待
し
て
お
り
、
指
定

管
理
者
と
協
議
を
密
に
し
、

助
言
や
調
整
な
ど
側
面
的
支

援
を
行
っ
て
い
く
。

説
明
責
任
を
果
た
せ

Q
清
算
し
た
内
容
を
、

町
民
へ
説
明
す
べ

き
で
は
？

A  

町
長

　
町
は
、
元
気
あ
っ
ぷ
公
社

の
株
主
で
あ
り
、
経
営
者
で

は
な
い
。

　
清
算
内
容
は
、
報
告
を
受

け
る
立
場
で
し
か
な
く
、
説

明
で
き
る
立
場
で
な
い
。

　
こ
れ
ま
で
、
公
社
に
お
け

る
取
締
役
会
や
株
主
総
会
の

審
議
状
況
は
、
株
主
と
し
て

報
告
を
受
け
て
き
た
の
で
、

議
会
に
は
適
宜
、
知
ら
せ
を

し
て
き
た
。

齋藤　誠治

問「元気あっぷむら公社」の
清算内容を町民に説明すべき

　　　答【町長】説明できる立場でない元
気
あ
っ
ぷ
む
ら

元
気
あ
っ
ぷ
む
ら

≪清算による各株主への分配額≫
出資者 分配額 出　資　額

高根沢町 939,602円 27,000,000円
塩野谷

農業協同
組合

52,200円 3,000,000円

高根沢町
商工会 52,200円 3,000,000円

今
後
の
児
童
数
が
心
配

Q
今
後
５
年
間
、
学

区
内
入
学
す
る
児

童
数
見
込
み
は
？

A  

教
育
長

　

住
民
基
本
台
帳
を
基
に
、

令
和
２
年
２
月
末
日
の
推
計

で
、「
令
和
３
年
度
８
名
」、「
令

和
４
年
度
８
名
」、「
令
和
５

年
度
８
名
」、「
令
和
６
年
度

12
名
」、「
令
和
７
年
度
４
名
」

の
、
入
学
が
見
込
ま
れ
る
。

力を合わせる元気いっぱい「上高っ子」

当

初

予

算

３
月
定
例
会

一

般

質

問

Ｏ
Ｈ
豆
知
識

委
員
会
報
告
予
算
特
別
委
員
会
採

決

結

果
議
会
臨
時
会

特
別
企
画
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議　員

地
域
拠
点
「
学
校
」
の

未
来
は

Q
今
ま
で
以
上
に
児

童
数
が
減
少
す
る

と
、
複
式
学
級
の
可
能
性
が

懸
念
さ
れ
る
。

　

児
童
数
の
増
加
に
向
け
、

今
後
の
取
り
組
は
？

A  

教
育
長

　
現
在
の
児
童
数
か
ら
見
る

と
、
令
和
３
年
度
に
２
、
３

年
生
が
複
式
学
級
に
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。

　
引
き
続
き
、
小
規
模
特
認

校
制
度
の
周
知
を
図
り
な
が

ら
、
学
校
運
営
協
議
会
を
活

用
す
る
な
ど
、
上
高
小
が
更

に
特
色
あ
る
教
育
活
動
を
実

践
で
き
る
よ
う
支
援
し
、
児

童
数
の
確
保
を
図
る
。

　
ま
た
、
小
規
模
特
認
校
制

度
、
学
区
の
あ
り
方
、
学
校

の
統
廃
合
な
ど
、
様
々
な
観

点
か
ら
調
査
研
究
し
、
町
全

体
の
学
校
運
営
を
検
討
す
る
。

ど
う
な
る
今
後
の
運
営
？

Q
農
産
物
直
売
所
な

ど
、
地
域
と
連
携

し
実
施
さ
れ
た
事
業
や
イ
ベ

ン
ト
等
は
、
今
後
も
継
続
さ

れ
る
の
か
？

A  

町
長

　
今
後
の
運
営
は
、
指
定
管

理
者
に
決
定
し
た
「
㈱
塚
原

緑
地
研
究
所
」が
、行
政
に
無

い
専
門
性
・
経
験
・
感
覚
を
、

事
業
や
イ
ベ
ン
ト
に
反
映
さ

せ
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

　
町
は
、
指
定
管
理
者
が
町

内
外
の
事
業
者
や
地
域
住
民

の
皆
さ
ん
と
の
「
Ｗ
Ｉ
Ｎ
・

Ｗ
Ｉ
Ｎ
」
の
関
係
を
築
き
、

そ
の
力
を
運
営
に
活
か
す
こ

と
を
期
待
し
て
お
り
、
指
定

管
理
者
と
協
議
を
密
に
し
、

助
言
や
調
整
な
ど
側
面
的
支

援
を
行
っ
て
い
く
。

教
育
環
境
は
充
分
？

Q
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
実

施
状
況
は
？

A  

教
育
長

　
平
成
30
年
度
に
、
全
小
中

学
校
で
１
ク
ラ
ス
分
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
型
パ
ソ
コ
ン
３
０
７

台
と
、
２
ク
ラ
ス
に
１
台
の

電
子
黒
板
38
台
、
校
務
支
援

ソ
フ
ト
な
ど
を
整
備
し
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
き
た
。

　
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
整

備
と
併
せ
て
、「
高
根
沢
町

学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
計
画
」
を

策
定
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
具
体
的
な

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
推
進
や
、
教
員

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
指
導
能
力
の
向
上

な
ど
を
取
り
組
ん
で
い
る
。

早
期
整
備
は
必
然

Q
今
後
の
教
育
機
器

の
導
入
計
画
は
？

A  

教
育
長

　

令
和
元
年
10
月
に
、「
町

学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
計
画
」
を

見
直
し
、
児
童
・
生
徒
一
人

1
台
の
パ
ソ
コ
ン
整
備
を
目

指
す
こ
と
に
し
た
。

　
ま
た
、
12
月
に
は
国
の
総

合
経
済
対
策
で
、
パ
ソ
コ
ン

等
の
整
備
に
補
助
制
度
の
創

設
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
こ
の

制
度
を
活
用
し
、
整
備
を
進

め
て
い
く
。

　
こ
れ
か
ら
社
会
に
出
る
子

ど
も
達
が
持
つ
べ
き
「
Ｉ
Ｃ

Ｔ
ス
キ
ル・情
報
リ
テ
ラ
シ
ー・

情
報
モ
ラ
ル
」
等
を
培
う
た

め
、
機
器
の
整
備
を
進
め
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
積
極
的
に
取

り
組
む
。

教
育
教
育

問
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進
を

　
答【
教
育
長
】Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
環
境
の

整
備
を
進
め
る

自
治
会
に
入
ろ
う
！

Q
自
治
会
加
入
率
を

増
や
す
た
め
、
町

は
方
策
が
あ
る
の
か
？

A  

町
長

　
自
治
会
に
加
入
す
る
・
し

な
い
は
、
個
人
の
意
思
で
あ

り
、
強
制
で
き
な
い
。

　

各
自
治
会
で
話
し
合
い
、

対
応
す
べ
き
課
題
で
あ
る
。

　
町
は
、
こ
れ
ま
で
も
自
治

会
活
動
の
側
面
的
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
今
後
は
、
自
治
会
連
合
会

と
連
携
を
し
、
今
ま
で
の
取

り
組
み
を
継
続
し
て
い
く
。

地
域
か
ら
区
長
が
い
な
く
な
る
？

Q
「
区
長
会
」が
、「
自

治
会
連
合
会
」
へ

と
組
織
運
営
が
変
更
さ
れ
る

が
、
課
題
は
あ
る
の
か
？

A  

町
長

　

令
和
２
年
度
か
ら
、「
地

方
公
務
員
法
」
の
改
正
で
、

「
区
長
」と
い
う
職
が「
非
常

勤
特
別
職
の
地
方
公
務
員
」

の
要
件
に
合
わ
な
く
な
り
、

今
年
度
末
で
廃
止
と
な
る
。

　
そ
の
た
め
、
区
長
会
は
令

和
2
年
度
か
ら
の
「
地
域
と

行
政
の
連
絡
調
整
が
ど
う
あ

る
べ
き
か
」
を
検
討
し
た
。

　
そ
の
結
果
、区
長
会
の
役
割

を
継
承
し
、自
治
会
で
組
織
す

る「
自
治
会
連
合
会
」を
創
設

す
る
と
の
結
論
に
至
っ
た
。

　
課
題
は
、
区
長
会
で
協
議

さ
れ
、
町
に
対
し
事
務
局
機

能
を
担
う
事
や
、財
政
措
置・

自
治
会
活
動
支
援
施
策
な
ど

を
講
じ
る
要
望
が
出
さ
れ
、

一
定
の
解
決
が
図
ら
れ
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。

澤畑　宏之

問自治会連合会の運営と在り方は
　　答【町長】連携を密に側面的支援

自
治
会

自
治
会

　
さ
ら
に
は
、
令
和
2
年
度

か
ら
小
学
校
で
始
ま
る
「
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
」
に
対

し
、「
教
材
整
備
費
」
や
「
指

導
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
・
教

材
等
の
整
備
費
」
を
、
令
和

２
年
度
の
予
算
に
計
上
し
た
。

　
今
後
、
整
備
し
た
も
の
を

活
用
し
、
充
実
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ

教
育
に
取
り
組
む
。

電子黒板の整備で授業が変わる

地域自治は、地域コミュニティから始まる
（光陽台自治会の夏祭り）
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会
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定
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会
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議　員

A  

町
長

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

は
、
採
算
独
立
が
原
則
。

　
法
令
で
認
め
ら
れ
て
い
る

事
務
費
繰
入
金
を
除
き
、
法

定
外
繰
入
金
は
原
則
認
め
ら

れ
て
お
ら
ず
、
実
施
の
考
え

は
な
い
。

未
納
者
へ
の
対
応

Q
令
和
元
年
度
に
、

国
保
税
未
納
者
へ

行
っ
た
差
し
押
え
件
数
と
、

そ
の
額
は
？

A  

町
長

　
令
和
２
年
１
月
末
で
、
13

件
の
差
押
え
を
実
施
。

　
内
容
は
、預
金
１
件
、生
命

保
険
２
件
、
報
酬
１
件
、
賃

料
１
件
、
不
動
産
売
買
代
金

１
件
、
国
税
・
県
税
還
付
金

７
件
で
、
総
額
１
７
５
万
６

１
０
９
円
を
差
し
押
さ
え
た
。

国
保
税
の
減
免
を

Q
国
保
税
は
、所
得

割
・
均
等
割
・
平
等

割
で
算
出
さ
れ
る
。

　
全
国
の
25
自
治
体
で
、
独

自
に
子
ど
も
の
均
等
割
の
減

免
を
実
施
し
て
い
る
。

　
本
町
で
も
、
子
育
て
支
援

と
し
て
実
施
し
て
は
？

問
子
ど
も
の
国
保
税
均
等
割
の
減
免
実
施
を

　
答【
町
長
】実
施
の
考
え
は
な
い

地
域
で
守
る

Q
３
地
区（
太
田
・
文

挾
・
東
高
谷
）の
自

治
会
は
、独
自
に
防
災
訓
練

を
実
施
し
て
い
る
。

　
こ
の
訓
練
に
、
町
は
支
援

し
て
い
る
の
か
？

A  

町
長

　
３
地
区
は
、
補
助
制
度
を

活
用
し
て
資
機
材
を
購
入
し
、

毎
年
、
防
災
訓
練
を
実
施
。

　
太
田
は
、
消
火
・
炊
き
出

し
・
避
難
所
運
営
訓
練
、
煙

体
験
を
実
施
。

　
文
挾
は
、
高
齢
者
へ
の
災

害
事
例
講
話
、
資
機
材
の
使

い
方
訓
練
を
実
施
。

　
東
高
谷
は
、
発
電
機
、
投

光
器
等
の
使
い
方
訓
練
、
災

害
時
要
支
援
者
マ
ッ
プ
作
成

等
を
実
施
。

　
町
は
、
塩
谷
広
域
消
防
本

部
所
有
の「
煙
体
験
の
装
置
」、

「
水
消
火
器
」の
手
配
や
、
炊

き
出
し
訓
練
を
行
う
場
合
に

「
日
赤
奉
仕
団
」
の
紹
介
を

行
っ
て
い
る
。

住
民
の
自
発
的
な
対
応

Q
各
自
治
会
に
、自
主

防
災
組
織
が
あ
る

が
、災
害
時
に
自
発
的
な
活

動
が
で
き
る
か
疑
問
で
あ
る
。

　
町
は
、
実
働
で
き
る
組
織

作
り
の
為
に
支
援
は
し
て
い

る
の
か
？

A  
町
長

　
自
主
防
災
組
織
の
実
働
性

は
、
課
題
と
捉
え
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
平
成
29
年
度
に

「
自
主
防
災
組
織
活
動
支
援

補
助
金
交
付
制
度
」
や
「
防

災
士
資
格
取
得
補
助
金
交
付

制
度
」
を
創
設
し
、
現
在
ま

で
に
12
名
が
防
災
士
の
資
格

を
取
得
し
て
い
る
。

森　　弘子
防
災
防
災

問実働できる自主防災組織を
　答【町長】活動支援補助金等を創設した

令和２年度の税率

算定基礎 医療給付分
（加入者全員）

後期高齢
支援金分

（加入者全員）

介護給付分
（40～64歳
の加入者）

所得割 元年中の所得から基礎控
除（33万円）を引いた金額 8.2％ 3.0％ 2.0％

均等割 加入者１人当たり 26,000円 9,000円 8,000円
平等割 １世帯あたり 23,500円 8,400円 6,000円
限度額 620,000円 190,000円 170,000円

防災訓練で「ＡＥＤ」講習を受ける参加者

病
を
未
然
に
防
げ

Q
町
は
、
令
和
２
年

度
の
重
点
取
組
に

「
特
定
健
康
診
査
」
と
「
特

定
保
健
指
導
」
の
実
施
率
の

向
上
を
掲
げ
て
い
る
。

　

令
和
元
年
度
の
実
施
率

と
、
今
後
の
課
題
は
？

A  

町
長

　
「
特
定
健
康
診
査
」
の
受

診
率
は
、
38
．
４
％
。

　
「
特
定
保
健
指
導
」
は
、

事
業
実
施
中
の
た
め
、
直
近

の
数
値
と
し
て
、
47
．
４
％

で
あ
る
。

　
課
題
は
、
疾
病
の
重
症
化

を
未
然
に
予
防
す
る
観
点
か

ら
、
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
に

基
づ
い
た
被
保
険
者
へ
の

「
特
定
健
診
受
診
勧
奨
事
業
」

を
継
続
し
、
受
診
率
を
向
上

を
さ
せ
、
疾
病
の
重
症
化
を

防
ぎ
、
国
保
医
療
費
の
縮
減

も
図
っ
て
い
く
。

国
保
国
保

当

初

予

算

３
月
定
例
会
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Ｈ
豆
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識
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登
下
校
の
安
全

パ
パ
マ
マ
意
見

　

石
末
西
原
交
差
点
か
ら
、

天
神
坂
交
差
点
の
町
道
は
自

転
車
通
学
の
子
ど
も
に
と
っ

て
危
険
で
す
。

建
設
産
業
常
任
委
員
会

　

現
場
の
状
況
を
注
視
し
、

歩
行
者
・
自
転
車
な
ど
の
有

効
な
安
全
確
保
、
通
行
す
る

ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
注
意
喚
起

も
含
め
、
適
切
な
対
応
を
町

へ
提
言
し
ま
す
。

道
路
整
備

パ
パ
マ
マ
意
見

　

天
神
坂
の
交
差
点
付
近
に

歩
道
が
な
く
、朝
の
通
勤
時
間

と
重
な
り
、登
校
が
危
険
で
す
。

建
設
産
業
常
任
委
員
会

　
県
道
の
た
め
、
安
全
対
策

に
向
け
て
の
対
応
を
、
県
矢

板
土
木
事
務
所
に
要
望
す
る

よ
う
町
へ
提
言
し
ま
す
。

抜
本
な
雨
水
対
策
を
望
む

パ
パ
マ
マ
意
見

　
北
区
内
に
、
雨
水
桝
を
設

置
し
た
が
、
効
果
が
少
な
く
、

抜
本
的
な
解
決
を
。

建
設
産
業
常
任
委
員
会

　
抜
本
的
な
対
策
は
、
道
路

側
溝
な
ど
の
雨
水
排
水
整
備

が
不
可
欠
の
た
め
、
市
街
地

の
雨
水
対
策
事
業
を
早
期
実

現
で
き
る
よ
う
、
町
へ
提
言

し
ま
す
。

　

ま
た
、
当
面
の
対
策
で
、

浸
水
箇
所
に
雨
水
浸
透
槽
に

よ
る
対
応
も
有
効
で
あ
り
、

必
要
に
応
じ
て
設
置
・
適
切

な
維
持
管
理
を
要
望
し
ま
す
。

人
口
増
加
対
策

パ
パ
マ
マ
意
見

　
児
童
数
が
減
少
し
て
お
り
、

増
加
に
つ
な
が
る
政
策
を
。

建
設
産
業
常
任
委
員
会

　

市
街
化
調
整
区
域
で
は
、

第
三
者
が
土
地
を
購
入
し
、

新
規
に
家
を
建
て
る
こ
と
は

法
令
上
は
難
し
い
の
が
現
状

で
す
。

　
人
口
増
加
に
向
け
、
ど
の

よ
う
な
手
法
が
と
れ
る
の
か
、

規
制
緩
和
も
視
野
に
入
れ
、

土
地
利
用
の
見
直
し
等
に
つ

い
て
調
査
・
研
究
を
行
い
、

町
に
提
言
し
ま
す
。

子
育
て
情
報

パ
パ
マ
マ
意
見

　
子
育
て
し
や
す
い
環
境
を

上
手
く
発
信
す
る
方
法
は
？

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

　
子
育
て
情
報
が
、町
民
に
行

き
届
い
て
い
な
い
現
状
が
あ
る

と
認
識
し
、「
情
報
発
信
の
あ

り
方
」を
検
討
し
、確
か
に
情

報
が
届
き
伝
わ
る
よ
う
、こ
ど

も
み
ら
い
課
に
提
言
し
ま
し
た
。

健
康
な
体
づ
く
り

パ
パ
マ
マ
意
見

　
子
ど
も
達
の
体
力
向
上
に

向
け
た
取
り
組
み
を
。

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

　

子
ど
も
達
の
体
力
向
上
に

は
、ど
の
よ
う
な
事
が
効
果
的

な
の
か
を
調
査
し
、ま
た
、各

学
年
に
合
っ
た
体
力
向
上
に
つ

い
て
現
状
の
把
握
、課
題
の
抽

出・改
善
が
で
き
る
よ
う
、学

校
教
育
課
に
提
言
し
ま
し
た
。

安
全
対
策

パ
パ
マ
マ
意
見

　
持
続
的
な
子
ど
も
の
安
全

の
た
め
、
見
守
り
体
制
の
確

立
を
。

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

　
安
全
安
心
か
つ
、
持
続
可

能
な
見
守
り
体
制
を
構
築
す

る
必
要
を
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー

ド
の
方
だ
け
で
な
く
、
多
く

の
協
力
を
得
な
け
れ
ば
実
現

で
き
ま
せ
ん
。

　

学
校
教
育
課
に
、
学
校
・

地
域
・
行
政
が
ス
ク
ラ
ム
を

組
み
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全

を
守
れ
る
体
制
づ
く
り
の
構

築
を
提
言
し
ま
し
た
。

子育て世代の声を聞く
町ＰＴＡ連絡協議会15名の皆さんから様々なご意見が出されました。

令和２年２月14日（金）18：30〜　役場にて開催

議会報告会　『カフェ・ド・ギカイ』

地
域
で
守
る

Q
３
地
区（
太
田
・
文

挾
・
東
高
谷
）の
自

治
会
は
、独
自
に
防
災
訓
練

を
実
施
し
て
い
る
。

　
こ
の
訓
練
に
、
町
は
支
援

し
て
い
る
の
か
？

A  

町
長

　
３
地
区
は
、
補
助
制
度
を

活
用
し
て
資
機
材
を
購
入
し
、

毎
年
、
防
災
訓
練
を
実
施
。

　
太
田
は
、
消
火
・
炊
き
出

し
・
避
難
所
運
営
訓
練
、
煙

体
験
を
実
施
。

　
文
挾
は
、
高
齢
者
へ
の
災

害
事
例
講
話
、
資
機
材
の
使

い
方
訓
練
を
実
施
。

　
東
高
谷
は
、
発
電
機
、
投

光
器
等
の
使
い
方
訓
練
、
災

害
時
要
支
援
者
マ
ッ
プ
作
成

等
を
実
施
。

　
町
は
、
塩
谷
広
域
消
防
本

部
所
有
の「
煙
体
験
の
装
置
」、

「
水
消
火
器
」の
手
配
や
、
炊

き
出
し
訓
練
を
行
う
場
合
に

「
日
赤
奉
仕
団
」
の
紹
介
を

行
っ
て
い
る
。

病
を
未
然
に
防
げ

Q
町
は
、
令
和
２
年

度
の
重
点
取
組
に

「
特
定
健
康
診
査
」
と
「
特

定
保
健
指
導
」
の
実
施
率
の

向
上
を
掲
げ
て
い
る
。

　

令
和
元
年
度
の
実
施
率

と
、
今
後
の
課
題
は
？

A  

町
長

　
「
特
定
健
康
診
査
」
の
受

診
率
は
、
38
．
４
％
。

　
「
特
定
保
健
指
導
」
は
、

事
業
実
施
中
の
た
め
、
直
近

の
数
値
と
し
て
、
47
．
４
％

で
あ
る
。

　
課
題
は
、
疾
病
の
重
症
化

を
未
然
に
予
防
す
る
観
点
か

ら
、
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
に

基
づ
い
た
被
保
険
者
へ
の

「
特
定
健
診
受
診
勧
奨
事
業
」

を
継
続
し
、
受
診
率
を
向
上

を
さ
せ
、
疾
病
の
重
症
化
を

防
ぎ
、
国
保
医
療
費
の
縮
減

も
図
っ
て
い
く
。

子ども達の登下校を見守るスクールガード

雨水浸透槽の適切な管理を

適正な土地利用を導くために充分な調整が必要
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算
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好
き
で
す
♥︎
た
か
ね
ざ
わ

　
議
会
報
告
会
に
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
、
各
学

校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
の
方
に
、
高
根
沢
町
に
望
む
も

の
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

　
こ
の
町
で
、子
ど
も
を
産
み
育
て
る
中
で
、各
々
が

感
じ
て
い
る
事
を
率
直
に
答
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
全
て
は
子
ど
も
達
の
た
め
に
」
と
い
う
言
葉

が
ば
っ
ち
り
当
て
は
ま
る
か
の
如
く
、
こ
の
町
の

未
来
を
託
す
子
ど
も
達
の
た
め
に
、
い
ま
何
が
必

要
で
あ
る
か
を
感
じ
る
コ
メ
ン
ト
で
し
た
。

　
こ
の
特
集
ペ
ー
ジ
で
は
、
高
根
沢
町
が
子
育
て

に
関
す
る
計
画
や
、
3
月
に
行
わ
れ
た
議
会
定
例

会
で
可
決
制
定
し
た
「
子
ど
も
条
例
」
な
ど
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

 

高
根
沢
町
の
子
育
て
・
学
び
の
支
援 

　
妊
娠
・
出
産
期
か
ら
、
乳
幼
児
期
、
義
務
教
育

期
、
高
校
生
ま
で
の
、
0
歳
か
ら
18
歳
に
な
る
ま

で
、
医
療
費
の
助
成
や
、

子
育
て
支
援
、
学
び
に

関
す
る
支
援
な
ど
、
本

町
で
子
ど
も
達
が
す
く

す
く
と
育
っ
て
い
け
る

よ
う
、
高
根
沢
町
で
は

様
々
な
制
度
を
設
け
て

お
り
ま
す
。

　

下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

読
み
込
ん
で
、
一
度

チ
ェ
ッ
ク
を
。

の
び
の
び

の
び
の
び
♪♪♪♪♪♪

住
み
た
い

住
み
た
い

ドキ
ドキ

ドキ
ドキ

わ
く
わ
く
♪

わ
く
わ
く
♪

子
育
て
世
代
が
望
む

　

  

町
の
未
来
像

子
育
て
世
代
が
望
む

　

  

町
の
未
来
像

子育て・学びの支援
パンフレット

子育て応援隊
2019年度版

当

初

予

算

３
月
定
例
会

一

般

質

問

Ｏ
Ｈ
豆
知
識

委
員
会
報
告

採

決

結

果
議
会
臨
時
会

特
別
企
画

予
算
特
別
委
員
会

（22）（22）



好
き
で
す
♥︎
た
か
ね
ざ
わ

　
議
会
報
告
会
に
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
、
各
学

校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
の
方
に
、
高
根
沢
町
に
望
む
も

の
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

　
こ
の
町
で
、子
ど
も
を
産
み
育
て
る
中
で
、各
々
が

感
じ
て
い
る
事
を
率
直
に
答
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
全
て
は
子
ど
も
達
の
た
め
に
」
と
い
う
言
葉

が
ば
っ
ち
り
当
て
は
ま
る
か
の
如
く
、
こ
の
町
の

未
来
を
託
す
子
ど
も
達
の
た
め
に
、
い
ま
何
が
必

要
で
あ
る
か
を
感
じ
る
コ
メ
ン
ト
で
し
た
。

　
こ
の
特
集
ペ
ー
ジ
で
は
、
高
根
沢
町
が
子
育
て

に
関
す
る
計
画
や
、
3
月
に
行
わ
れ
た
議
会
定
例

会
で
可
決
制
定
し
た
「
子
ど
も
条
例
」
な
ど
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

 

高
根
沢
町
の
子
育
て
・
学
び
の
支
援 

　
妊
娠
・
出
産
期
か
ら
、
乳
幼
児
期
、
義
務
教
育

期
、
高
校
生
ま
で
の
、
0
歳
か
ら
18
歳
に
な
る
ま

で
、
医
療
費
の
助
成
や
、

子
育
て
支
援
、
学
び
に

関
す
る
支
援
な
ど
、
本

町
で
子
ど
も
達
が
す
く

す
く
と
育
っ
て
い
け
る

よ
う
、
高
根
沢
町
で
は

様
々
な
制
度
を
設
け
て

お
り
ま
す
。

　

下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

読
み
込
ん
で
、
一
度

チ
ェ
ッ
ク
を
。

子
ど
も
の
学
び
の
支
援
も
規
定
し
た

高
根
沢
町
子
ど
も
条
例 

　
子
ど
も
が
健
や
か
に
育
ち
、
学
び
、
安
心
し
て

子
ど
も
を
育
て
る
事
が
で
き
る
社
会
を
目
指
し
、

「
子
ど
も
施
策
」
を
総
合
的
、
継
続
的
に
推
進
す

る
た
め
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

　
町
の
決
意
や
、
基
本
理
念
を
定
め
、
町
の
責
務

と
町
が
実
施
す
べ
き
施
策
、
保
護
者
・
地
域
住
民
・

学
校
・
事
業
者
な
ど
の
役
割
、
子
ど
も
施
策
推
進

の
た
め
の
体
制
な
ど
を
規
定

し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
基
に
、
基
本
計
画

を
策
定
し
、
子
ど
も
施
策
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
「
ひ
よ
こ
の
家
」

　
「
学
校
に
行
け
な
い
子
ど
も
達
の
権
利
を
守
る

の
は
町
の
義
務
」
と
い
う
思
い
か
ら
、
前
町
長
で

あ
る
「
高
橋
克
法
参
議
院
議
員
」
が
、
全
国
に
先

駆
け
て
行
政
が
設
置
す
る
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
を
２

０
０
３
年
9
月
に
開
設
し
ま
し
た
。

　
学
校
給
食
の
提
供
や
、
学
校
復
帰
に
こ
だ
わ
ら

な
い
、
子
ど
も
達
が
安
心
し
て
通
い
・
学
べ
る
場

と
し
て
全
国
か
ら
注
目

さ
れ
て
お
り
、
平
成
28

年
に
制
定
さ
れ
た
「
教

育
機
会
確
保
法
」
の
原

点
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

優
し
い

優
し
い

キ
ラ
キ
ラ☆

みん
な仲
良く

みん
な仲
良く

安
心
　
安
全

安
心
　
安
全

子
育
て
世
代
が
望
む

　
  

町
の
未
来
像

子
育
て
世
代
が
望
む

　
  

町
の
未
来
像

ひよこの家　案内
町ホームページより 子ども条例

一

般

質

問

Ｏ
Ｈ
豆
知
識

委
員
会
報
告
予
算
特
別
委
員
会

議
会
臨
時
会

当

初

予

算

３
月
定
例
会

特
別
企
画

採

決

結

果

（23）（23）



森
　
鯉
沼
さ
ん
、こ
ん
に
ち
は
。

　
先
日
の
、
議
会
と
町
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
絡
協
議
会
と
の
懇
談
会

で
、
子
育
て
世
代
か
ら
様
々

な
意
見
が
出
て
、
と
て
も
良

い
刺
激
に
な
り
ま
し
た
。

　
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
そ
れ
で
は
、
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

鯉
沼　
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

　
理
解
あ
る
町

　
　  

「
た
か
ね
ざ
わ
」

森　
ま
ず
、
宇
都
宮
市
出

身
と
い
う
事
で
す
が
、

高
根
沢
町
の
魅
力
に
つ

い
て
、
何
か
感
じ
る
事

は
あ
り
ま
す
か
？

鯉
沼　
場
所
や
環
境
で
は

な
い
の
で
す
が
、
行
政

や
学
校
の
ス
タ
ン
ス
で

す
か
ね
。

　

地
域
の
要
望
や
、
学

校
の
教
育
環
境
な
ど
に

対
す
る
改
善
要
望
の
意

見
を
理
解
し
て
く
だ
さ

り
、
住
民
意
見
を
き
ち

ん
と
優
先
課
題
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
た
だ
け

る
事
は
、
す
ご
く
魅
力

的
な
町
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　
地
域
力
抜
群
の

　
　
　  

「
上
高
根
沢
」

森
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と
し

て
、
学
校
と
深
く
か
か

わ
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
が
、
地
域
の
方
の
協

力
や
絆
を
感
じ
る
事
が

あ
っ
た
ら
教
え
て
く
だ

さ
い
。

鯉
沼　

学
校
の
校
庭
整
備

に
、
地
域
の
方
が
積
極

的
に
参
加
・
協
力
し
て

い
た
だ
い
て
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー

や
運
動
会
な
ど
に
も
多

く
の
方
が
来
て
く
だ
さ

り
、
大
き
な
支
え
に

な
っ
て
い
ま
す
ね
。

　

地
域
の
絆
が
あ
っ
て

こ
そ
の
、
賜
物
だ
と
思

い
ま
す
。

　
学
校
規
模
で
の
格
差

森　

町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議

会
の
会
長
と
し
て
、
町

全
体
で
と
ら
え
る
学
校

課
題
は
あ
り
ま
す
か
？

鯉
沼　
児
童
・
生
徒
数
の

差
に
よ
る
「
教
育
機
会

の
不
平
等
」
を
、
是
正

し
て
ほ
し
い
で
す
。

　

特
に
、
学
力
・
体
力

に
お
い
て
、
学
校
の
人

数
で
競
争
原
理
に
差
が

あ
る
事
や
、
中
学
校
で

は
部
活
動
の
数
が
違

い
、
や
り
た
い
部
活
が

な
く
、
違
う
中
学
校
に

編
入
す
る
生
徒
も
い
る

の
で
、
何
と
か
し
て
ほ

し
い
で
す
ね
。

　
子
ど
も
は
地
域
の
宝

森　
子
育
て
世
代
と
し
て
、

「
あ
っ
た
ら
い
い
な
」と
思

う
制
度
は
あ
り
ま
す
か
？

鯉
沼　

上
高
根
沢
の
現

状
で
、
大
き
な
課
題
は

「
少
子
化
」
で
す
。

　

子
ど
も
が
欲
し
く
て
も

な
か
な
か
出
来
な
い
方
への

「
不
妊
治
療
全
額
補
助

制
度
」
の
創
設
と
、
不
妊

治
療
の
効
果
が
出
ず
、
で

も
子
ど
も
を
育
て
た
い
方

な
ど
に
対
す
る
「
里
親
制

度
相
談
窓
口
」を
作
れ
ば
、

「
少
子
化
対
策
」
の一
助

に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
地
域
間
連
携
で
の

　
　
　
　 

ま
ち
づ
く
り

森　

最
後
に
、町
や
議
会

に
期
待
す
る
こ
と
は
？

鯉
沼　
今
ま
で
お
話
し
し

た
課
題
解
決
の
他
に
、

Ｌ
Ｒ
Ｔ
が
本
田
技
研
ま

で
来
る
の
に
合
わ
せ
、

隣
接
す
る
町
南
部
地
域

を
上
手
に
利
用
し
て
、

町
が
豊
か
に
発
展
で
き

る
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て

下
さ
る
こ
と
を
、
大
い

に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
～
取
材
を
終
え
て
～

　
今
回
、
鯉
沼
さ
ん
に
話
を

お
聞
き
し
、
地
域
や
学
校

に
対
す
る
具
体
的
な
課
題

が
出
さ
れ
、
私
た
ち
議
会
と

し
て
、
課
題
解
決
に
向
け
、

し
っ
か
り
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
と
、
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、鯉
沼
さ
ん
の
よ
う
に
、

「
郷
土
愛
」
を
持
つ
方
が
繋

が
り
合
う
こ
と
で
、
活
力
あ

る
高
根
沢
町
へ
と
発
展
し
て

い
け
る
と
確
信
し
ま
し
た
。

　
そ
の
一
方
で
、
町
・
地
域

に
対
す
る
「
郷
土
愛
」
を
、

子
ど
も
達
に
育
む
た
め
、

「
家
庭
・
町
・
地
域
・
学

校
」
が
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で

子
育
て
を
し
、
持
続
可
能
な

地
域
・
町
づ
く
り
に
繋
げ
て

い
く
た
め
の
教
育
が
重
要
で

あ
る
と
も
感
じ
ま
し
た
。　
　

　
こ
れ
か
ら
議
会
と
し
て
、

様
々
な
世
代
と
対
話
し
、

「
オ
ー
ル
高
根
沢
」
で
未
来

に
向
け
た
町
づ
く
り
を
推
進

で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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上
高
小
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
務

め
、
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
会
の
会

長
も
兼
務
し
て
い
る
鯉
沼
さ
ん
。

　

本
町
の
子
ど
も
達
の
将
来
を

豊
か
に
す
る
た
め
に
、
必
要
な

事
は
何
か
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

∞プロフィール∞

鯉沼　孝宏さん
お住まい：上高根沢
　　（出身地　宇都宮市）
職　　業：農業（イチゴ）

令和初

卒　  業  　式

学校を支える PTA

その中心で子ども達を

全力サポート！！

広報委員の突撃
インタビュー

あなたの声を町政に

学校の砂場を保護者の力で整備

上高小ＰＴＡは「ONE TEAM」で学校をサポート
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